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絶
封
無
限
の
光
明
に

揖
化
せ
ら
れ
し
終
局
に
は

諸
悌
と
等
し
き
鹿
島
位
を
得

大
般
浬
繋
に
讃
入
ナ



信
仰

の

大
意

ひ
そ
か
に
宗
教
の
宗
致
を
案
歩
る
に
、
宗
教
は
天
人
合
一
・
ま
た
は
大
小
二
我
の
調
和
に
あ
り
と
。
よ
り
て
之
を
見
れ

ば
、
如
来
の
本
隠
は
物
心
不
二
の
、
昆
虚
令
那
壱
ル
シ
ヤ
ナ

v
、
宇
宙
の
大
量
に
て
、
印
ち
結
封
の
大
我
-
怒
り
。一切
衆
生
は

其
の
分
子
に
て
、
卸
ち
小
我
た
り
。
さ
れ
ば
如
来
大
我
と
衆
生
小
我
と
の
親
密
に
合
一
す
る
所
に
信
仰
は
成
り
立
つ
も

の
と
す
。

我
が
教
組
鰭
隼
は
、
も
と
久
遠
賓
成
(
以
党
三
)
の
無
量
害
伸
に
ま
し
ま
せ
ど
、

述
を
地
上
に
垂
れ
給
仏
、
生
を
浮
飯

2
宇
ラ
E
M

の
王
家
に
受
け
、
う
と
に
無
上
の
遭
意
を
護
し
、
山
に
入
。
て
道
を
修
す
る
こ
と
六
年
、
つ
ひ
に
菩
提
樹
下
に

於
て
金
剛
座
上
に
座
し
無
明
、
氷
夜
(
幼
詩
ラ
)
の
眠
さ
め
て
正
費
円

L

宇
急
三
の
光
明
偏
く
十
方
を
照
し
、
頓
に
生
死
を
超
え
て

永
恒
不
滋
の
浬
繋
を
誼
り
給
ふ
。

正
費
h
L宮
邸
主
と
は
郎
ち
本
費
の
無
量
光
と
合
一
し
た
る
相
手
が
き
に
て
浬
繋
円
程
合
と
は
印
ち
常
住
の
無
量
需
に
師
一
し

た
る
義
に
外
注
ら
や
。
さ
れ
ば
教
祖
悌
陀
の
毅
旨
は
衆
生
を
し
て
無
明
の
峡
よ
り
醒
ま
し
正
覚
の
光
と
鵠
し
、
生
死
を

七



i¥ 

離
れ
て
浬
襲
の
常
柴
を
得
し
む
る
に
あ
り
。
若
し
之
を
宗
教
的
に
象
徴
せ
ば
本
畳
無
量
光
如
来
の
光
明
偏
く
十
方
世
界

を
照
し
、
信
念
の
衆
生
を
揖
取
喜
三
め
給
ぴ
、
衆
生
至
心
に
蹄
命
し
て
如
来
の
光
明
と
合
ふ
時
は
、
如
来
正
費
の
光
明

が
邸
ち
我
心
光
と
成
り
う
れ
ば
、
諸
悌
の
正
売
宮
古γと
等
う
し
、
叉
凡
夫
の
小
生
命
を
大
我
【
主
さ
の
無
量
需
に
投
師
す

る
時
は
自
ら
諸
伸
の
浬
襲
と
同
一
に
師
す
。
こ
L

に
於
て
衆
生
無
明
S

孝
三
の
聞
は
如
来
の
畳
光
に
照
さ
れ
、
凡
夫
生

死
の
苦
は
悌
陀
の
常
業
に
化
せ
ら
る
。

吾
ら
が
信
仰
の
宗
設
と
す
る
所
は
、
如
来
の
光
明
を
獲
得
宕
仲
〈
)
し
、
罪
悪
の
我
が
死
し
聖
吾
主
き
我
に
更
生
主
主

3

り
、
光
明
の
生
活
に
入
っ
て
、
聖
旨
を
現
す
行
震
を
た
す
に
あ
り
。
も
と
如
来
は
一
切
衆
生
S

恥
阜
の
大
ミ
オ
ヤ
に
で
我

我
が
践
屋
内
崎
っ
と
}
し
て
罪
悪
を
悉

h
M山
ぃ
)
に
す
。
故
に
道
を
求
む
る
に
は
自
己
の
罪
悪
探
霊
友
る
を
自
費
し
、

ら
は
悉
く
子
た
り
。
さ
れ
ば
吾
ら
は
如
来
写
却
さ
に
受
け
た
る
悌
性
と
衆
生
性
の
煩
悩
門
店
会
主
と
を
具
有
す
。
衆
生
煩
悩

一
心
に
如
来

の
心
光
を
仰
ぎ
、
光
明
名
競
を
稿
へ
て
、
つ
ね
に
憶
念
し
て
止
ま
や
。
然
る
時
は
信
念
内
に
換
護
し
、
大
な
る
恩
寵
に

播
護
せ
ら
れ
、
如
来
心
光
我
に
入
り
、
我
如
来
に
同
化
せ
ら
れ
、
罪
悪
の
我
は
清
き
霊
心
に
更
生

s
e

り
、
如
来
を
離

れ
て
我
友
〈
、
我
は
是
れ
如
来
家
事vの
子
友
り
と
畳
言
き
る
。
ミ
オ
ヤ
を
離
れ
て
子
の
成
長
す
る
こ
と
は
不
可
能
た
れ

ば
寝
癖
に
如
来
を
憶
念
し
、
我
生
命
は
全
く
無
量
毒
(
位
E
)に
蹄
一
し
た
る
も
の
た
れ
ば
現
在
を
遁
じ
て
永
遠
に
ま
で
共



に
し
、
如
来
の
命
令
に
行
矯
し
、
私
の
は
か
ら
ぴ
を
捨
て
、一
切
は
大
ミ
オ
ヤ
に
一
任
し
て
生
活
す
べ
き
も
の
な
り
。

至

，心

に

念
悌
す

至
心
に
如
来
を
念
じ
て
心
一
境
に
住A
t
w

む
。
我
如
来
心
光
に
入
り
如
来
心
光
識
を
揖
主
主
む
。
如
来
心
光
の
外
に

我
た
く
我
如
来
心
と
合
一
す
。
聖
法
然
よ
睦
ラ
組
合
の
、
阿
捕
陀
悌
と
心
を
西
に
空
蝉
【
三
を
き
の
も
ぬ
け
は
で
た
る
聾
ぞ
涼

し
き
、
の
遺
詠
に
友
ら
ぴ
て
念
悌
三
味
を
修
す
ぺ
し
。
悌
我
無
二
の
妙
境
に
入
っ
て
、
霊
感
極
り
な
き
を
得
ん
。
之
を

念
悌
三
味
叉
霊
光
三
味
と
云
ふ
。

.�.. 
-，会、

悌

昧

宗
教
は
自
己
の
み
に
て
は
成
立
せ
ぬ
。
印
ち
主
轄
と
客
樫
と
の
闘
係
、
人
の
信
仰
と
如
来
の
恩
寵
の
閥
係
に
て
、
吾

々
子
供
は
如
来
の
大
慈
悲
た
る
親
の
思
寵
の
育
て
に
依
ら
ざ
れ
ば
成
悌
は
出
来
た
い
の
で
あ
る
。大a



。

人
は
小
天
地
で
あ
る
。
小
天
地
の
中
に
我
と
云
ふ
精
一
脚
、
自
我
の
我
が
あ
る
か
ら
活
き
て
居
り
ま
す
。
併
し
宗
教
で

は
さ
う
一
再
ひ
ま
せ
ぬ
。
小
さ
き
我
と
云
ふ
も
の
は
大
我
に
劃
し
て
小
我
と
云
ひ
、
宇
宙
全
轄
の
絶
封
無
限
の
大
我
を
伸

較
で
は
「
ピ
ル
シ
ヤ
ナ
」
乏
申
し
て
、
其
結
封
・
な
る
大
宇
宙
を
指
し
て
、
丁
度
小
天
地
に
我
あ
る
如
く
に
、
宇
宙
全
館

が
大
我
で
あ
り
ま
す
。
結
封
無
限
の
大
我
、
卸
ち
我
々
の
大
き
な
親
で
あ
り
ま
す
、
そ
れ
が
吾
々
の
信
仰
す
る
と
こ
ろ

の
如
来
の
本
慌
で
あ
る
。
し
ま
す
る
と
我
々
は
子
供
訟
の
で
、
共
の
故
は
、
形
の
方
か
ら
申
せ
ば
、
我
々
の
身
慢
は
其

原
料
は
ど
こ
か
ら
仰
ぎ
し
ゃ
と
云
へ
ば
、
宇
宙
に
あ
る
所
の
元
素
が
集
。
て
此
身
轄
を
構
成
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
故

に
宇
宙
の
一
分
子
で
あ
る
。
郎
ち
宇
宙
は
大
我
で
あ
り
ま
す
。
大
我
の
如
来
は
小
我
の
衆
生
と
親
密
な
る
関
係
に
よ
っ

て
宗
教
は
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
大
我
と
小
我
と
の
調
和
卸
ち
親
の
心
と
予
の
心
の
合
一
す
る
所
で
あ
る
。

此
の
身
鱒
だ
け
の
も
の
な
ら
ば
小
さ
友
も
の
で
地
球
て
ふ
一
惑
星
に
寄
生
せ
る
微
量
に
過
ぎ
ざ
る
賓
に
は
か
な
き
生

物
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
進
ん
で
吾
々
の
深
奥
の
精
神
を
開
護
す
る
時
は
、
結
封
の
大
霊
と
吾
子
と
が
合
一
し
ま
す
と
、

賓
に
蹟
大
無
謹
際
の
霊
物
で
あ
る
。
印
ち
親
と
子
と
の
心
が
て
り
に
友
り
、
永
遠
不
滅
の
生
命
な
る
を
自
覚
す
る
こ
と

が
出
来
る
。
然
ら
ば
い
か
に
し
て
之
が
可
能
に
な
る
か
と
友
れ
ば
、
印
ち
吾
人
の
主
義
で
は
、
念
悌
三
昧
の
法
を
以
て

共
の
賓
が
得
ら
る
a
A

の
で
す
。



念
悌
三
味
と
は
親
の
悌
心
と
子
怒
る
衆
生
心
と
の
合
一
す
る
心
的
股
態
な
の
で
あ
る
。
さ
て
そ
れ
は
如
何
に
し
て
得

ら
れ
ま
し
ゃ
う
か
。
印
ち
信
仰
で
あ
り
ま
す
。
こ
L

に
叉
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
宇
宙
金
障
が
如
来
の
本
慢
で
は
あ
る

け
れ
ど
も
、
共
の
中
心
が
あ
る
。
共
の
中
心
が
卸
ち
我
々
が
本
隼

k

仰
ぐ
の
で
あ
る
。
人
間
も
身
鰹
全
轄
に
精
榊
が
充

浦
す
れ
ど
も
大
臓
に
中
心
が
あ
る
。
丁
度
園
に
天
皇
陛
下
が
在
す
ご
と
く
、
我
々
に
中
心
あ
る
如
く
、
字
情
全
鰹
が
親

で
あ
り
ま
す
が
其
中
に
中
心
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
認
め
て
自
分
の
中
心
と
親
痛
の
闘
係
が
成
り
立
ち
ま
す
と
、
如
来

の
恩
寵
、
親
が
子
を
愛
す
る
如
く
、
力
を
此
方
に
興
へ
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
る
が
信
仰
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

華
巌
経
(
制
定
)
に
斯
ろ
云
ふ
風
に
讐
へ
て
あ
る
。
日
光
あ
り
眼
目
あ
り
て
能
く
物
が
見
ゆ
る
如
く
、
人
に
信
仰
あ
り
、
如

来
の
光
明
と
人
の
信
仰
と
の
感
臆
に
よ
っ
て
宗
教
心
は
成
り
立
。
の
で
あ
る
。

如
来
の
光
明
は
宇
宙
金
曜
に
遍
く
照
り
わ
た
れ
る
大
霊
光
で
あ
る
。
而
し
て
如
来
大
霊
光
は
人
に
信
伸
て
ふ
眼
た
け

れ
ば
感
や
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
丁
度
盲
人
は
太
陽
の
光
の
感
じ
の
か
仏
い
の
と
同
一
で
、
如
来
の
真
理
の
光
は
本
来
宇
宙

に
満
ち
て
居
る
け
れ
ど
も
わ
か
り
ま
せ
ね
。
叉
水
月
感
躍
の
警
の
如
く
、
天
に
岐
潔
た
る
月
は
照
せ
ど
も
洋
々
た
る
水

の
な
き
所
に
は
感
雁
せ
ぬ
。
若
し
人
に
清
浮
な
る
信
水
充
づ
る
時
は
如
来
の
霊
月
必
や
感
じ
ら
る
L

。
本
来
如
来
邸
ち

一
紳
は
賓
在
す
る
と
か
叉
賞
在
せ
ぬ
と
か
の
問
題
で
な
い
。
自
分
が
感
じ
得
ベ
き
信
心
が
有
る
か
無
い
か
の
こ
と
に
蹄
す



る
の
で
あ
る
。
自
分
の
信
水
滞
ま
ら
ざ
る
時
は
感
じ
ら
るL
わ
け
は
な
い
。

元
来
宗
教
と
云
ふ
も
の
は
、
大
き
な
親
の
心
が
子
供
の
心
に
感
臨
服
し
て
、
市
し
て
親
の
固
浦
-
な
る
霊
徳
の
心
に
同
化

せ
ら
る
L

も
の
で
あ
る
。親

の

目

的

揮
隼
が
も
っ
ぱ
ら
衆
生
教
化
に
壷
さ
れ
た
の
は
、
大
友
る
親
の
聖
旨
に
昨
ふ
ベ
〈
、
我
等
を
悌
に
成
さ
ん
が
矯
で
あ

る
。

然
る
に
今
八
十
年
間
衣
食
を
要
し
て
も
、
肝
心
の
目
的
た
る
霊
性
を
棒
護
し
・
な
け
れ
ば
落
第
の
不
幸
を
見
怠
け
れ
ば

友
ら
ぬ
。
卸
ち
地
獄
畜
生
等
の
闇
黒
の
中
に
陥
う
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
目
的
の
方
か
ら
申
し
ま
す
と
、
宇
宙

は
大
た
親
で
、
八
十
年
間
排
嘗
を
く
れ
ま
す
の
は
、
入
聞
の
親
が
子
供
に
耕
営
を
持
た
し
て
先
生
に
知
能
を
柱
建
し
て

貰
っ
て
立
探
・
恋
人
に
怠
る
と
同
じ
こ
と
で
、
鐸
迦

t
z
E

云
ふ
大
き
た
先
生
に
就
い
て
魯
費
し
て
貰
づ
て
行
け
ば
、
永

速
に
光
明
の
生
活
を
得
て
人
生
を
完
う
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。



標
準
と
云
ふ
の
は
、
持
。
て
ゐ
る
霊
性
を
閲
費
し
て
行
く
の
で
あ
ヲ
て
、
宇
宙
の
親
か
ら
申
し
ま
す
れ
ば
宇
宙
の
目

的
に
従
づ
て
行
く
の
で
あ
る
。
宇
宙
の
大
き
な
絶
大
の
備
を
以
て
吾
々
を
活
か
し
て
央
れ
る
天
地
の
庚
大
な
る
設
備
が

た
け
れ
ば
吾
々
は
活
き
て
居
ら
れ
ぬ
と
同
巳
こ
と
で
、
宗
教
か
ら
云
へ
ば
親
で
あ
り
ま
す
。
大
き
ゑ
備
を
以
て
活
か
し

て
く
れ
る
の
は
親
の
心
に
時
ふ
べ
き
と
こ
ろ
の
梯
に
す
る
矯
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
従
っ
て
行
け
ば
鐸
迦
同
轄
の
悌
に

友
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

光
明
生
活
に
入
る
階
位

難
思
光
・
・
・
・
:
・
:
喚
起
位
・
・
:
・
:
:
心
霊
の
嘩
瞳

無
稽
光

開
議
位

言
語
道
断

冷
暖
自
知

超
日
月
光
j
i
-
-
-

韓
現
位
:
:
・
:
:
光
明
生
活
、
聖
意
賓
現

人
聞
が
斯
く
生
活
し
て
ゐ
る
目
的
に
就
い
て
は
、
鐸
骨
尋
の
教
に
よ
り
ま
す
れ
ば
、
大
な
る
目
的
を
鷲
見
し
て
共
の
翼

理
の
標
準
に
則
り
敢
て
突
進
し
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
宇
宙
の
大
法
か
ら
現
れ
た
る
如
来
の
勢
力
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
永



四

建
の
光
明
に
進
み
行
く
の
で
あ
る
。
調
陀
の
本
願
に
蹄
趣
す
る
行
程
で
あ
る
。
宇
宙
の
目
的
が
郎
ち
自
己
の
目
的
と
た

る
。
其
真
理
の
目
的
に
随
う
て
真
善
の
極
な
る
清
津
園
に
進
趣
す
。
卸
ち
極
柴
又
一
紳
の
因
。
宇
宙
の
勢
力
に
引
き
上
げ

ら
れ
て
行
く
の
が
揖
取
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
或
は
捕
陀
の
本
願
に
師
す
る
と
云
ひ
、
或
は
天
の
父
の
詐
主
主
に

蹄
る
と
云
ふ
基
替
の
教
も
同
じ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
何
れ
に
し
て
も
斯
ろ
云
ふ
真
理
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
之
を
知
ら

ゃ
に
居
る
の
が
迷
の
中
に
居
る
生
活
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
知
っ
て
従
ヲ
て
行
く
の
が
光
明
の
生
活
で
あ
り
ま
す
。
永

濯
の
絡
極
に
達
す
る
の
が
極
集
、
天
圏
、
成
伸
と
も
申
し
ま
す
。

そ
れ
に
就
い
て
、
光
明
獲
得
し
た
る
心
と
、
い
ま
だ
天
然
の
扶
態
と
は
如
何
友
る
異
新
あ
る
か
、
叉
光
明
獲
得
し
た

る
心
相
は
い
か
に
養
化
す
る
や
と
云
は
ど
、
人
の
精
神
は
三
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
天
然
の
人
の
感
覚
は
撮
れ

汚
い
。
之
が
清
博
光
を
被
っ
て
清
浮
蛇
潔
に
美
化
す
る
。
感
情
に
美
化
す
る
と
、
心
蹟
く
髄
肝

S

さ
か
に
歌
喜
と
妙
薬

に
充
さ
る
L

の
?
あ
る
。
凡
夫
は
迷
ひ
で
る
る
。
共
中
に
悟
の
光
を
奥
へ
て
く
れ
る
の
が
智
慧
光
で
あ
り
ま
す
。
人
間

の
意
志
は
慾
の
奴
隷
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
悪
い
こ
と
を
費
え
る
。
そ
れ
を
信
仰
の
力
に
救
は
れ
て
不
断
共
の
力

に
頼
。
て
善
い
働
き
が
出
来
る
の
が
不
断
光
で
あ
り
ま
す
。
す
る
と
光
明
生
活
と
一
疋
ふ
の
は
、
そ
れ
を
得
を
す
る
と
始

か
ら
終
り
ま
で
事
も
費
ら
や
、
了
度
電
気
が
あ
っ
て
附
け
ま
す
れ
ば
十
燭
其
まL
か
と
云
へ
ば
さ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ



ぬ
喚
起
位
、
開
護
位
、
時
現
位
と
あ
り
ま
す
。

本

願

力

本
願
力
(
伎
肘
ゎ
)
と
は
先
づ
本
願
の
意
は
大
ミ
オ
ヤ
が
一
切
の
子
に
劃
す
る
願
望
で
あ
る
。
世
間
に
も
親
が
子
に
封
す

る
望
み
は
子
を
し
て
親
自
己
と
同
一
の
位
置
に
到
ら
し
め
ん
と
す
る
。
而
し
て
自
己
の
志
を
舗
慣
が
し
め
第
二
の
自
己
た

ら
し
め
ん
と
す
る
に
あ
り
。
大
ミ
オ
ヤ
も
亦
然
り
、

一
切
衆
生
を
し
て
成
伸
せ
し
め
て
固
浦
至
善
友
ら
し
む
る
に
あ

カ
と
は
如
来
の
一
大
霊
力
が
一
切
の
子
等
を
解
股
向2
3

霊
化
せ
し
め
固
浦
に
養
ふ
力
た
り
。
此
の
力
法
界
に
周
遍

す
。
此
の
力
太
陽
が
光
化
熱
の
三
線
を
以
て
地
上
の
寓
物
に
及
ぼ
す
が
如
く
智
慧
と
慈
悲
と
霊
化
の
三
能
を
以
て
衆
生

界
の
心
霊
を
開
悟
興
業
霊
化
す
る
の
能
あ
り
。

如
来
の
一
大
能
力
を
以
て
寓
物
に
及
ぼ
す
に
二
面
あ
り
。

一
方
に
は
太
霊
よ
り
寓
物
を
護
現
能
生
養
育
す
る
力
と
な

一
五



一
六

る
。
是
れ
天
地
高
物
に
及
ぼ
す
能
力
で
あ
る
。
他
面
に
は
天
則
秩
序
の
下
に
一
切
生
物
を
進
化
せ
し
め
て
人
類
の
精
紳

生
活
と
な
る
時
は
心
霊
を
開
護
解
肱
し
て
霊
界
な
る
浬
襲
に
揮
す
る
霊
力
あ
り
。

本
願
力
と
は
自
然
界
の
生
物
を
霊
界
に
揖
取
す
る
力
を
本
願
力
と
い
ふ
。

大
霊
は
右
の
手
を
以
て
蒔
く
種
を
左
の
手
を
以
て
揖
取
す
る
な
り
。
天
則
秩
序
の
中
に
因
果
の
法
則
と
な
り
て
寓
物

を
能
生
能
養
す
る
は
、
共
の
目
的
は
高
等
な
る
霊
的
生
命
と
し
て
永
遠
に
蹄
趣
せ
し
む
る
を
目
的
と
す
。
此
目
的
が
印

ち
本
願
力
た
り
。

共
の
本
願
を
示
す
矯
め
に
往
止
日
法
識
比
丘
円
び
と
と
頴
れ
十
却
正
畳
と
現
じ
、
ま
た
三
世
諸
悌
と
な
り
て
世
に
出
現
す

蹄
す
る
鹿
は
太
霊
の
目
的
な
る
本
願
力
の
出
現
に
外
友
ら
歩
。

衆
生
の
方
よ
り
は

如
来
本
願
力
は
常
恒
に
十
方
に
偏
在
す
。
然
る
に
衆
生
如
何
に
し
て
此
の
霊
的
光
明
に
揖
取
せ
ら
る
べ
き
。
是
れ
衆

生
心
が
如
来
の
本
願
力
に
契
合
し
て
揖
取
同
化
す
る
也
。
是
ぞ
大
ミ
オ
ヤ
が
法
臓
と
示
現
し
て
本
願
四
十
八
の
中
、
十



方
衆
生
至
心
信
柴
音
主
主
欲
生
の
三
心
友
り
。

'し、
の

内
容

欲柴信

I l I 
意感知
志情性

此
の
三
心
は
如
来
の
大
霊
力
の
目
的
の
霊
力
と
契
合
す
る
心
能
友
り
つ

至
心
は
形
式
に
し
て
信
柴
欲
は
内
容
動
機
友
り
。

至
心
に
深
く
信
歩
。
(
心
霊
的
蹄
命
信
順
)

如
来
の
外
に
我
心
霊
を
揖
取
し
給
ふ
も
の
た
し
。
(
イ
ノ
チ
ト
グ
マ
シ
イ
ト
ヲ
マ
カ
セ
奉
ル
)

如
来
は
生
命
の
ミ
オ
ヤ
。
心
霊
の
ミ
オ
ヤ
。
救
の
ミ
オ
ヤ
た
り
と
信
じ
奉
る
。

至
心
に
探
く
愛
す
(
心
霊
的
愛
柴
宮
ょ
う
}
)

如
来
の
外
に
心
霊
を
愛
護
養
育
し
給
ふ
も
の
有
る
こ
と
な
し
。
故
に
す
べ
て
の
も
の
に
超
え
て
如
来
の
大
た
る
聖
髄

を
愛
柴
し
奉
る
。

至
心
に
深
く
欲
望
す
〈
心
霊
的
欲
望
)

七
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聖
吾
よ
了
き
み
圏
は
真
善
美
の
至
極
の
慮
、
聖
き
慮
に
於
て
ミ
オ
ヤ
の
世
つ
ぎ
た
ら
こ
と
を
欲
望
し
奉
る
。

光

聖
な
る
こ
の
光
明
我
等
が
無
明
を
か
き
さ
ま
し
て
虞
理
を
さ
と
ら
し
む
。
こ
の
光
明
宇
宙
秘
密
の
奥
室
を
砕
示
す
。

こ
の
光
生
死
の
中
広
浬
襲
を
典
へ
煩
慣
を
轄
じ
て
菩
提
を
成
2

守
主
・
子
。
凡
夫
を
ろ
う
し
て
聖
者
と
な
す
。
こ
の
光
わ
れ

ら
の
友
や
み
の
中
に
慰
安
を
興
へ
。
罪
悪
を
費
じ
て
正
普
と
す
。
こ
の
光
心
霊
世
界
の
太
陽
た
り
。
こ
の
光
を
肉
身
に

浦
し
め
て
鐸
迦
牟
尼
と
現
は
れ
、
キ
リ
ス
ト
と
現
は
る
。
月
球
は
太
陽
の
光
に
よ
り
て
明
し
。
若
人
こ
の
光
に
よ
り
て

心
霊
を
曜
そ
さ
か
す
と
き
は
印
ち
聖
者
た
り
。
こ
の
光
を
知
ら
ざ
る
故
に
生
死
閤
黒
の
中
に
さ
ま
よ
ふ
。

光
明
は
如
来
揖
化
の
霊
力

如
来
の
光
明
と
は
何
た
る
相
に
て
叉
何
な
る
働
を
も
づ
て
ゐ
る
や
を
説
明
せ
ば
、
光
明
に
色
光
と
心
光
と
の
こ
種
る



り
。
色
光
と
は
日
光
ま
た
電
光
の
如
く
に
肉
眼
に
て
見
る
べ
き
も
の
。
心
光
と
は
心
を
照
す
印
ち
道
理
を
明
か
に
す
る

光
明
で
あ
る
。
光
明
と
云
ふ
は
賓
は
人
の
信
仰
に
封
す
る
如
来
の
方
よ
り
輿
へ
給
へ
る
霊
力
の
こ
と
に
て
、
宗
教
に
で

は
如
来
と
衆
生
と
の
閥
係
を
親
と
子
に
例
し
如
来
の
親
よ
り
衆
生
と
云
ふ
子
に
封
す
る
作
用
を
恩
寵
と
云
仏
、
親
の
思

寵
を
真
に
受
け
る
人
の
心
を
信
仰
と
云
ふ
。
故
に
恩
寵
と
信
仰
と
は
親
か
ら
子
に
封
す
る
聖
意
と
子
よ
り
親
に
封
す
る

心
と
の
双
方
の
聞
に
成
立
つ
作
用
を
云
ふ
。

華
巌
経
(
認
知
)
に
喰
へ
ば
天
に
日
光
あ
り
人
に
眼
目
あ
り
て
能
く
物
を
蹴
る
べ
き
が
如
く
、
た
と
へ
ば
如
何
に
明
眼
あ

る
も
日
光
泣
く
ば
見
る
こ
と
を
得
守
、
ま
た
い
か
に
照
ら
す
と
も
眼
目
た
き
時
は
見
る
こ
と
能
は
ざ
る
如
く
、
如
来
の

光
明
は
と
こ
し
へ
に
照
ら
し
給
ふ
と
も
、
人
に
信
心
の
眼
-
な
く
て
は
知
見
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
さ
れ
ば
往
生
論
註
に

も
、
若
し
如
来
の
光
明
は
無
礎
に
照
ら
す
も
の
な
れ
ば
何
故
に
世
間
多
く
の
人
が
見
る
こ
と
が
で
き
ぬ
ぞ
と
の
問
に
、

そ
は
日
光
は
照
し
居
る
も
盲
は
見
る
こ
と
能
は
ざ
る
如
く
に
、
信
心
の
眼
た
き
が
故
に
如
来
の
光
明
を
知
見
す
る
こ
と

は
で
き
ぬ
た
り
と
答
て
あ
る
。

今
光
明
と
云
ふ
事
は
私
共
の
一
心
に
念
伸
し
て
信
心
を
揮
す
時
に
ミ
オ
ヤ
の
方
よ
り
興
へ
給
は
る
不
可
思
議
の
霊
力

で
あ
る
。
ま
た
恩
寵
と
も
稿
へ
て
、
賓
に
如
来
は
光
明
を
以
て
一
切
衆
生
を
揖
化
し
給
ふ
こ
と
、
太
陽
の
光
明
を
以
て

九



ニ
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世
界
の
す
べ
て
の
生
物
を
活
か
す
作
用
の
如
く
に
、
如
来
の
光
明
は
人
々
の
心
霊
を
霊
荷
せ
し
め
給
ふ
能
力
で
あ
る
。

其
光
明
の
存
在
に
就
い
て
は
賓
に
は
理
窟
よ
り
は
賓
行
に
よ
り
て
質
感
し
得
ら
る

L

の
で
あ
る
。
故
に
何
人
も
共
光
明

の
真
理
を
聴
き
し
上
に
は
、
一
心
に
念
伸
し
て
賓
地
修
行
す
る
時
、
信
心
繭
費
す
る
時
は
、
賓
験
上
自
己
の
精
紳
の
賓

感
と
し
て
何
と
も
云
は
れ
る
気
分
と
な
る
。

光
化
の
人
格
こ
れ
詮
明

如
来
の
光
明
は
日
光
の
如
く
に
肉
眼
で
見
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
共
存
在
を
い
か
に
し
て
詮
明
で
き
や
ろ
と
な
れ
ば
今

例
を
以
て
一
不
さ
ん
。
例
へ
ば
太
陽
の
光
熱
化
に
稲
の
賓
を
成
熟
す
べ
き
力
能
あ
る
や
否
や
は
自
に
は
見
へ
ぬ
。
然
れ
ど

も
稲
賞
は
全
く
太
陽
の
カ(
h一
T
)の能
力
に
依
て
成
熟
す
る
こ
と
は
疑
ふ
べ
か
ら
歩
。
此
に
は
悶
土
に
種
子
を
播
下
し
水

を
濯
ぐ
た
悼
と
し
て
一
方
に
は
太
陽
の
熱
や
化
合
線
の
カ
を
被
む
る
が
故
に
稲
果
は
成
熟
す
る
故
に
、
成
熟
せ
ん
と
す
る

時
期
の
天
候
は
非
常
に
稲
果
の
成
績
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
是
を
以
て
太
陽
の
光
に
稲
果
を
成
熟
せ
し
む
る
力
の
有
る
こ

と
も
忽
誰
せ
ら
る
べ
し
。
此
に
例
し
て
如
来
の
光
明
が
人
の
精
紳
を
霊
化
す
る
光
明
は
肉
眼
で
は
見
る
こ
と
能
は
ざ
る
も



摘
陀
の
光
明
威
紳
の
功
徳
を
聞
き
て
其
信
根
を
培
ぴ
一
心
に
念
悌
ず
る
鹿
に
如
来
の
不
可
思
議
の
光
明
は
其
人
の
心
霊

に
加
は
ら
ん
。
人
の
本
心
は
悌
性
の
心
岡
地
あ
り
。
如
来
光
明
の
真
理
を
聞
薫
し
て
、
之
が
其
人
の
信
心
の
種
子
と
成

。
て
、
念
々
悌
を
念
や
る
時
は
、
信
心
蔚
費
し
て
愈
々
信
根
を
増
長
せ
し
め
て
、
信
念
益
々
増
進
す
る
時
は
信
心
華
開

き
、
花
の
如
き
感
情
及
び
情
操
の
麗
は
し
き
人
格
は
其
内
容
に
が
、
け
る
信
念
の
豊
富
な
る
慮
よ
り
現
は
る
。

失
に
信
念
の
益
々
堅
賓
に
友
り
人
格
の
核
た
る
情
操
意
志
が
全
く
霊
化
し
て
最
も
道
徳
の
輩
固
な
る
人
格
の
紳
聖
侵

す
べ
か
ら
ざ
る
如
き
に
至
る
は
是
全
く
捕
陀
の
光
明
に
霊
化
せ
ら
れ
た
る
最
も
信
心
の
成
熟
し
た
る
結
果
で
あ
る
。
例

へ
ば
稲
が
始
め
暖
温
た
る
和
策
を
受
け
て
初
め
て
繭
護
し
次
に
苗
と
し
て
増
長
し
花
聞
き
つ
ゐ
に
買
を
結
ぶ
如
く
に
、

是
捕
陀
の
光
明
に
霊
化
し
た
る
人
格
を
以
て
摘
陀
の
賓
在
を
詮
明
す
る
こ
と
を
得
ベ
し
。
聖
華
同
導
、
聖
法
然
の
如
き
最

も
固
浦
た
る
量
的
人
格
は
全
く
捕
陀
の
光
明
に
霊
化
せ
ら
れ
た
る
詮
た
り
。
賞
は
他
の
例
詮
を
引
く
に
及
ぼ
守
、
人
々

白
か
ら
一
心
に
念
伸
し
て
捕
陀
の
大
光
明
に
霊
化
せ
ら
るL
時
は
、
自
己
の
人
格
に
結
び
た
る
核
に
於
て
詮
明
せ
ら
る

ペ
し
。



人

生

の

使
命

凡
そ
世
に
あ
ら
ゆ
る
物
に
天
分
あ
り
。
各
一
犬
の
使
命
を
以
て
世
に
存
在
す
。
蝋
燭
の
使
命
は
人
の
矯
に
聞
き
底
を
照

し
人
の
燈
明
と
し
て
共
の
使
命
を
果
す
。
如
何
に
大
き
い
蝋
に
て
も
火
を
結
ぜ
ざ
れ
ば
、
其
の
職
分
を
果
す
こ
と
は
で

き
ぬ
。
宗
教
的
人
類
と
し
て
人
を
観
る
時
は
、
人
の
精
紳
の
奥
怠
る
霊
性
は
大
ミ
オ
ヤ
の
使
命
な
る
霊
的
蝋
燭
で
あ

る
。
故
に
人
の
心
霊
に
は
ミ
オ
ヤ
の
慈
悲
の
光
明
を
賭
や
る
時
、
霊
的
光
明
燈
りO
L
、
赫
々
と
し
て
威
力
あ
る
意
義

あ
る
光
明
中
の
生
活
を
矯
す
こ
と
が
で
き
る
本
能
を
も
の
J
て
居
る
。

粘
土
を
蝋
燭
の
形
に
し
て
之
に
火
を
結
じ
て
も
燈
る
も
の
で
た
い
。
人
類
以
下
の
動
物
た
る
犬
や
馬
に
知
識
の
火
主

づ
け
ゃ
う
と
し
て
如
何
に
教
育
を
璃
す
と
も
、
彼
等
の
土
蝋
に
は
知
識
の
火
は
燈
ら
ぬ
。
況
ん
や
宗
教
的
量
的
の
信
伸

は
づ
く
こ
と
は
で
き
ぬ
。
人
類
は
然
ら
や
。
宗
教
の
教
を
以
て
之
等
に
信
念
を
修
養
す
べ
く
指
導
し
、
如
来
の
光
明
の

人
の
心
霊
に
燃
づ
く
時
は
、
其
の
信
念
が
初
め
て
活
設
に
活
き
て
く
る
。
蝋
に
で
も
火
が
結
ぜ
ぬ
聞
は
ま
だ
活
き
て
居

ら
ぬ
。
既
に
火
が
う
く
時
は
赫
々
と
燃
え
て
活
き
て
く
る
。
人
は
信
念
が
霊
的
に
赫
々
と
し
て
燈
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
ミ



オ
ヤ
の
使
命
を
果
す
こ
と
が
で
き
ぬ
。
人
は
信
念
の
火
が
ま
だ
ハJか
ぬ
聞
は
、
人
生
を
盲
目
的
動
物
的
に
見
て
を
る
。

自
己
の
師
趣
す
る
底
那
漫
に
在
る
や
自
覚
せ
歩
。
ま
た
今
現
に
自
己
は
何
の
矯
め
に
活O
L
あ
る
や
を
自
費
せ
や
。
只

飽
ま
で
食
仏
肉
に
活
く
れ
ば
既
に
足
れ
り
と
想
へ
り
。
心
霊
空
し
く
損
す
る
も
敢
て
惜
く
沿
も
は
宇
。

霊
に
燈
れ
ば
、
人
生
は
ミ
オ
ヤ
の
光
明
の
大
道
を
有
能
の
美
あ
る
至
善
の
都
に
達
す
る
向
上
の
一
路
た
る
を
自
覚
せ

ん
。
人
生
の
自
覚
他
に
あ
ら
や
、
自
己
心
霊
の
蝋
燭
に
如
来
の
光
明
の
火
を
賭
じ
霊
に
虚
し
て
人
生
の
行
路
を
取
る
。

自
己
の
信
念
に
燈
り
O
L
る
る
光
明
、
之
れ
人
生
の
自
費
た
り
。
信
念
の
光
の
外
に
自
鹿
児
あ
る
な
し
。

既
に
人
生
の
使
命
と
は
、
自
己
霊
性
の
蝋
燭
に
光
明
を
賭
じ
て
自
覚
の
生
活
之
れ
た
り
と
既
に
知
れ
り
。
然
ら
ば
我

等
が
心
は
如
何
に
意
を
用
ひ
て
如
来
の
光
明
護
得
す
べ
き
ぞ
。
心
霊
に
如
来
の
光
明
の
火
を
賭
ぜ
ん
に
は
他
放
し
、
郎

ち
是
念
悌
三
味
で
あ
る
。
念
悌
三
昧
と
は
人
が
一
心
に
悌
左
念
や
る
時
に
、
悌
の
心
光
人
の
能
念
の
心
に
加
は
り
、
心

々
相
続
、
念
々
、
如
来
を
憶
念
す
る
時
に
、
所
念
の
悌
光
能
念
の
心
に
加
は
る
。
既
に
人
の
心
霊
に
如
来
の
光
明
念
々

燃
づ
き
た
る
時
を
信
念
護
得
『
恒
つ
ど
く
}
と
云
ふ
。
既
に
護
得
す
る
時
は
蝋
燭
に
火
の
づ
き
た
る
如
し
。
念
悌
の
安
心
印
ち

心
の
安
置
方
《
す
ま
さ
最
大
事
な
り
。
甲
の
蝋
火
に
乙
の
蝋
燭
の
心
先
【
し
ん
き
さ
を
接
慣
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
甲
の
火
が

乙
の
蝋
に
偉
は
ら
や
。



一
一
四

念
悌
三
昧
が
、
一
心
に
心
を
揮
び
て
、
方
を
一
に
し
、
心
を
一
に
ひ
と
え
に
摘
陀
を
念
じ
て
飴
念
を
交
へ
や
、
専
ら

心
々
相
続
し
て
捕
陀
を
念
や
る
時
は
、
乙
の
蝋
の
心
円L
告
が
甲
の
心
に
接
備
す
る
が
故
に
火
を
偉
ふ
。
七
費
支
の
中
に

揮
法
組
閣
支
卸
ち
是
左
り
。
乙O蝋
の
心
先
を
甲
の
蝋
火
に
接
慣
す
る
が
故
に
火
を
得
る
こ
と
、
能
く
思
ふ
て
知
る
べ

し
。

き
れ
ば
緯
隼
は
阿
捕
陀
悌
真
金
色
2

を
き
に
し
て
端
正
(
特
匂
)
無
比
た
り
と
想
へ
と
示
し
た
さ
れ
た
の
は
、
真
金
色
闘

光
徹
服
し
て
端
正
無
比
な
る
は
最
も
行
者
の
注
意
を
ひ
き
易
し
。
こL
に
一
心
に
専
注
す
べ
き
怠
り
。
ま
た
観
経
に
伸

の
白
書
相
(
開
設
が
)
の
み
に
専
注
す
と
云
ふ
も
、
人
の
心
意
は
一
境
に
集
中
す
る
に
ひ
き
易
し
。
心
が
統
一
せ
歩
、
紙
想

を
以
て
は
三
味
ひ
き
起
し
難
し
。
さ
れ
ば
導
師
は
失
意
聾
盲
構
唖
擬
人
の
如
く
た
ら
や
ば
法
眼
円
眠
品
げ
ん

v

聞
け
難
し
と
示

さ
れ
し
も
、
此
の
一
心
の
蝋
の
心
先
を
専
ら
甲
の
客
睡
の
火
の
一
境
に
注

E

と
め
し
む
る
需
で
あ
る
。
如
来
の
霊
に
接

個
せ
ざ
れ
ば
自
己
の
心
霊
の
信
火
偉
褒
し
難
し
。

己
に
信
念
の
光
明
喚
護
す
る
を
護
得S
Z

￡
と
す
。
此
光
明
は
蝋
燭
と
火
と
の
闘
係
の
如
し
。
蛾
を
離
れ
て
燈
火
は

な
く
火
を
離
れ
て
蝋
漏
り
燈
ら
や
。
蝋
の
火
な
る
か
持
た
火
の
蝋
た
る
か
。
如
来
の
光
明
は
人
の
心
意
を
費
得
せ
し

む
。
人
の
霊
は
如
来
の
霊
火
慰
じ
て
始
め
て
括
る
に
い
た
る
な
り
。
人
は
天
の
ミ
オ
ヤ
の
使
命
の
下
に
人
と
生
れ
し
た



り
。
我
等
に
は
之
が
強
備
と
し
て
本
能
の
奥
底
に
、
霊
火
の
鈷
歩
ペ
き
可
能
性
有
り
。
是
動
物
と
異
る
所
た
り
。
さ
れ

ば
霊
に
活
き
て
人
生
の
使
命
を
果
し
給
へ
。
人
生
を
闇
黒
の
中
に
葬
り
去
ら
ば
永
遠
の
闇
黒
に
堕
せ
ん
こ
と
必
せ
り
。

信

機

信

法

ミ
オ
ヤ
よ
り
一
切
の
子
ら
を
愛
し
て
裏
み
給
ふ
を
恩
簡
と
云
弘
、
子
ら
が
ミ
オ
ヤ
の
恩
飽
を
仰
ぐ
に
全
隔
を
さ
L

げ

て
師
命
信
額
す
る
を
信
仰
と
は
云
ふ
け
札
ど
も
、
若
し
信
仰
を
知
力
と
感
情
と
意
志
と
の
三
面
に
分
け
る
時
は
、
知
力

的
に
、
ミ
オ
ヤ
と
の
闘
係
を
領
解
し
承
認
し
、
感
情
に
は
、
親
子
的
の
因
縁
を
親
密
に
し
、
全
く
ミ
オ
ヤ
を
愛
慕
す
る

情
に
て
愛
と
云
仏
、
意
志
に
は
、
我
は
子
な
れ
ば
、
ミ
オ
ヤ
の
全
き
如
く
に
霊
格
を
完
成
せ
ん
と
の
欲
望
と
震
る
。
A
7

は
三
分
類
し
た
る
知
力
的
の
信
伸
を
信
と
し
て
、
初
め
に
、
遣
を
求
め
道
に
入
る
に
は
領
解
承
認
等
の
信
を
要
す
。

働
法
の
大
海
に
は
信
を
能
入
と
し
、
信
た
く
ば
道
を
求
め
て
、
ミ
オ
ヤ
の
岡
山
簡
を
我
有
g
t
e

と
す
る
こ
と
が
得
ら

れ
ぬ
。
ま
た
信
は
道
源
功
徳
の
母
と
て
、
遣
を
求
め
て
遣
を
得
る
は
信
心
が
本
で
あ
る
。
信
じ
て
遣
を
得
れ
ば
、切

の
功
徳
も
之
よ
り
生
十
。
然
ら
ば
加
何
に
信
じ
、
ま
た
何
を
か
信
や
。

ニ
五



一
一
六

二
種
の
信
。
聖
善
導
は
二
種
の
信
を
明
す
。
一
に
機
を
信
十
。
こ
に
法
を
信
歩
。

機
を
信
や
と
は
、
自
己
の
機
能
、
己
が
機
能
を
自
覚
す
る
こ
と
。
機
は
器
及
り
。
己
は
宗
較
的
完
全
怒
る
資
格
が
生

れ
づ
き
具
備
し
て
居
る
や
を
反
省
し
、
現
在
我
の
罪
悪
を
自
費
す
る
。

日
く
、
決
定
し
て
深
く
信
歩
、
自
身
は
現
に
是
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
瞭
劫
(
お
う
)
よ
り
巴
来
(
お
)
常
に
渡
し
常
に
流

韓
Z
τ
合
し
て
出
離
の
総
あ
る
こ
と
無
し
、
と
。

己
の
機
分
の
如
何
を
信
認
す
る
に
、
元
来
人
は
ミ
オ
ヤ
の
子
に
し
て
、
ま
た
人
間
の
子
で
あ
る
。
此
の
雨
性
の
中
に

霊
性
は
訟
を
得
て
初
め
て
開
穫
し
願
動
す
。
天
然
と
し
て
は
人
間
性
郎
ち
動
物
的
本
能
か
ら
進
み
た
る
人
間
性
た
れ
ば

唯
天
然
素
朴
た
る
本
能
ば
か
り
で
な
〈
、
還
。
て
意
識
的
に
悪
の
み
護
遣
し
て
居
る
。
号
、
ォ
ヤ
よ
り
葉
【

Z

け
た
る
霊
性

は
永
く
閉
じ
箆
め
ら
れ
て
、
肉
我
の
動
物
性
が
蹴
庖
し
て
主
人
の
如
く
全
心
を
横
領
し
て
居
る
。
恰
も
幼
君
が
殺
滑
暴

悪
な
る
好
巨
の
矯
め
に
横
領
さ
れ
て
居
る
様
た
も
の
で
あ
る
。
霊
性
は
大
な
る
ミ
オ
ヤ
の
霊
光
に
接
せ
ざ
れ
ば
顕
動
す

る
こ
と
能
は
や
。
暴
悪
な
る
臣
、
肉
我
は
、
数
多
の
各
層
を
従
へ
常
に
我
健
勝
手
を
働
き
、
天
意
の
あ
る
こ
と
を
畳
知

せ
や
、
事
も
慨
恥
の
色
な
く
、
自
ら
偉
が
り
の
顔
を
し
て
居
る
も
、
賓
は
自
ら
高
倫
怒
ら
ざ
る
肉
の
奴
隷
た
る
を
覚
ら

む



人
の
罪
悪
の
根
本
は
無
明
S

字
主
で
あ
る
。
人
聞
が
ミ
オ
ヤ
よ
り
の
使
命
を
自
費
せ
や
、
生
の
異
義
を
悟
ら
ざ
る
の

に
基
因
す
る
。
人
が
ミ
オ
ヤ
の
子
た
る
霊
性
、
之
れ
天
の
使
命
に
し
て
一
身
の
君
た
り
。

一
切
の
動
物
的
の
心
意
は
、

之
に
服
従
し
て
各
々
職
分
を
つ
く
す
べ
き
な
り
と
の
、
こ
の
真
理
を
未
だ
莞
知
せ
ざ
る
を
無
明
と
云
ふ
。

劣
等
動
物
よ
り
高
等
に
進
み
、
例
へ
ば
園
の
建
園
に
先
き
立
ち
て
劣
等
種
族
が
群
居
し
て
野
掛
置
な
る
園
土
を
作
り
て

あ
り
し
慮
へ
天
孫
種
が
穎
は
れ
て
前
の
壁
族
を
降
伏
せ
し
如
く
、
天
孫
種
の
降
臨
せ
ざ
る
時
は
盤
挨
の
酉
長
が
盤
勇
を

奮
っ
て
市
も
自
ら
偉
怒
り
と
す
る
如
く
、
吾
人
の
天
孫
種
友
る
霊
性
己
に
顕
動
す
る
に
至
れ
ば
、
盤
種
も
寛
に
開
化
せ

ら
れ
て
良
臣
民
と
化
す
如
く
、
之
を
煩
悩
印
菩
提
と
云
ふ
て
居
る
。

是
機
法
二
信
を
要
す
る
所
以
で
あ
る
。
現
在
我
の
罪
悪
を
認
め
て
霊
我
が
顕
動
す
る
に
至
る
に
は
必
歩
法
に
依
ら
ざ

る
を
得
ぬ
。
法
と
は
ミ
オ
ヤ
が
子
ら
を
囚
獄
よ
り
救
ぴ
出
す
契
機
で
あ
る
。
い
か
に
永
ら
く
悪
魔
に
囚
は
れ
て
罪
悪
に

陥
入
り
し
に
も
せ
よ
、
本
来
ミ
子
な
れ
ば
親
子
契
合
す
べ
き
理
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
是
ミ
オ
ヤ
が
子
ら
に
封
す
る
聖
意

で
あ
る
。
之
を
本
願
力
と
云
ふ
。

現
在
我
の
罪
悪
を
是
認
す
る
に
、

罪
悪
に
種
子
と
現
行
《ZZ
Z

と
あ
り
。
い
か
に
も
吾
人
は
生
れ
訟
が
ら
罪
悪
で
あ
る
。
是
れ
宗
教
の
必
要
を
感
や
る

七
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一
八

第
一
に
し
て
、
衆
生
は
根
本
的
罪
悪
の
者
友
の
で
あ
る
。
若
し
人
は
本
来
正
善
に
し
て
罪
謡
友
か
り
せ
ば
人
々
は
生
れ

乍
ら
是
れ
悌
で
あ
る
何
ぞ
夫
れ
宗
教
の
要
あ
ら
ん
。
然
る
に
人
は
正
善
の
性
は
伏
し
て
之
を
開
護
せ
ざ
れ
ば
顕
は
れ

や
罪
悪
は
改
善
せ
ざ
れ
ば
た
ら
ぬ
性
能
を
も
う
て
ゐ
る
。
是
宗
教
の
要
あ
る
所
以
で
あ
る
。



波

羅

密

宇
宙
大
道
法
に
よ
づ
て
自
己
の
霊
能
を
稜
展
す
る
時
は
宇
宙
全
憶
と
我
と
が
大
調
和
す
る
。
大
道
と
調
和
し
得
れ
ば

-
切
人
類
と
内
心
に
調
和
が
得
ら
れ
る
。
親
筏
に
調
和
し
得
ざ
る
人
は
唯
肉
樫
形
質
の
意
志
に
由
る
注
り
。
霊
的
意
志

は
大
鐘
に
合
致
し
た
る
源
泉
よ
り
流
れ
出
づ
。

人
は
共
の
霊
性
を
具
有
す
る
も
之
を
護
揮
す
る
こ
と
鏡
石
よ
り
純
金
を
練
り
出
す
如
く
、
人
の
集
貸
の
中
よ
り
霊
性

を
護
揮
す
る
。
之
が
鴬
に
は
砕
働
せ
・
怠
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
印
ち
魁
己
精
進
忍
辱
等
は
悉
く
霊
性
を
護
揮
し
形
無
の
煩
悩

感
情
意
志
を
美
化
す
る
に
あ
り
。
性
を
途
【
主
ぐ
れ
ば
必
や
調
和
す
。

天
躍
の
星
雲
混
沌
の
祇
態
よ
り
宇
宙
大
道
法
に
則
り
自
己
の
道
に
よ
り
一
心
努
力
の
結
果
困
浦
に
其
の
性
を
遂
げ
て

現
在
天
憶
は
太
陽
が
中
心
と
ゑ
り
、
諸
の
惑
星
が
之
に
附
随
し
て
天
地
に
位
し
、
各
自
己
の
性
を
分
ち
て
守
り
、
共
の

軌
を
趨
せ
や
し
て
運
行
し
、
無
限
の
勢
力
太
陽
よ
り
常
恒
に
光
六
合
を
照
し
、
調
和
し
漣
轄
す
。
家
庭
も
又
然

h
v
、
共

二
九



。

の
性
を
遂
げ
た
る
家
庭
は
能
く
調
和
し
蓮
轄
し
家
庭
整
ひ
相
互
相
親
み
正
義
其
の
分
を
守
る
。
其
の
性
を
遂
げ
た
る
園

家
は
帝
王
が
太
陽
の
如
く
威
紳
の
光
仁
慈
の
熱
能
く
園
民
を
撫
育
軟
化
し
上
下
調
和
す
。

一
切
の
格
局
は
大
調
和
に
蹄
せ
し
む
。
之
を
鴬
す
に
は
同
腫
大
悲
s
t
t
v

を
以
て
相
愛
親
し
、
正
義
以
て
自
ら
守
り

義
務
を
重
ん
じ
て
、
自
己
の
霊
性
を
護
揮
し
、
六
波
羅
密λ
は
ら
み
つ
】
を
以
て
す
。

波
羅
密
と
は
到
彼
岸
、
宇
宙
終
局
の
固
浦
た
る
大
道
の
印
ち
紳
園
に
到
る
に
あ
り
。
宇
宙
大
道
法
は
一
切
の
衆
生
を

し
て
無
上
伸
果
に
到
ら
し
む
る
に
あ
り
。
之
に
到
る
の
道
左
大
菩
提
と
た
す
。
其
の
大
道
を
賓
行
し
向
上
進
趣
す
る
の

過
程
を
波
羅
密
と
云
ふ
。
郎
ち
心
霊
界
の
大
帝
都
に
達
す
る
道
中
で
あ
る
。
其
道
の
行
程
を
波
羅
密
と
云
ふ
。
六
度
、

十
波
羅
密
等
あ
り
。
叉
庚
く
は
無
量
の
波
羅
密
あ
り
。
組
ペ
て
共
の
道
業
安ZA
V

に
於
て
、
完
全
に
成
熟
し
た
る
に
名

づ
く
。
般
若
《
ほ
ん
に
さ
の
賓
智
若
く
は
樺
智

A
ど
ん
芝
、
叉
忍
辱2
ん
に
く
】
精
進
円
し
ゃ
う
え
-
克
己
の
如
く
、
何
れ
の
道
業
(
諒
)
に
於

て
も
、
至
誠
熱
誠
砕
働
精
修
す
る
時
は
必
や
其
の
性
を
謹
ぐ
。轍
へ
ば
醸
石
よ
り
精
金
を
練
出
す
る
如
し
。要
す
る

慮
、
自
己
の
性
を
蓋
し
、
本
能
よ
り
織
で
の
智
徳
園
浦
怒
る
霊
格
に
到
達
す
べ
き
伏
能
は
具
有
し
て
居
る
。
然
れ
ど
も

之
が
性
を
と
げ
る
迄
精
練
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
霊
性
は
大
霊
白
分
た
れ
ば
霊
性
が
指
導
す
る
庭
の
行
鴬
は
必
歩
字
情
大
道

-
Y』
合
せ
ば
即
ち
是
れ
無
上
菩
提
で
あ
る
。



遠
大
な

る

望

理
想
の
ぼ
さ
づ
と
し
て
生
活
す
る
も
の
、
遠
大
友
る
望
な
し
に
日
を
く
ら
す
べ
か
ら
や
。
望
友
し
に
あ
る
者
は
己
に

心
垂
死
し
た
る
も
の
た
り
。
い
か
た
る
望
か
こ
れ
な
る
。
聖
園
の
世
つ
ぎ
た
ら
ん
こ
と
友
り
。
聖
園
の
世
つ
ぎ
と
友
ら

ん
に
は
そ
の
資
格
を
備
へ
ざ
る
可
か
ら
や
。
費
格
と
は
何
ぞ
や
。
聖
旨
の
如
く
に
き
よ
か
ら
し
む
る
な
り
。
ミ
オ
ヤ
に

あ
ら
せ
給
ふ
聖
徳
を
興
へ
ら
る
る
た
め
に
望
を
会
こ
す
な
り
。
す
べ
て
の
真
理
を
さ
と
ら
ん
と
す
。
心
霊
を
み
が
く
な

り
。
四
面
玲
璃
と
か
ど
や
く
よ
ろ
に
心
情
を
如
来
と
融
合
す
る
た
り
。
ま
た
こ
の
紳
聖
な
る
み
む
ね
を
あ
ら
わ
す
よ
う

に
は
た
ら
く
訟
り
。
正
義
の
み
む
ね
を
あ
ら
わ
す
よ
ろ
に
は
た
ら
く
た
り
。
世
ハ
J
F
』
と
い
ふ
こ
と
を
忘
れ
ざ
る
友
り
。

無
上
の
欲
望
を
も
づ
て
進
み
、
小
成
に
安
ん
ぜ
ざ
る
友
り
。一
日
も
む
だ
に
は
日
を
く
ら
さ
ど
る
な
り
。

一
寸
の
光
陰

を
千
金
よ
り
治
し
む
な
り
。
む
だ
話
を
し
て
時
聞
を
費
す
こ
と
を
せ
ぬ
た
り
。
欲
望
訟
き
人
は
貴
重
な
る
時
間
左
浪
費

す
る
た
り
又
一
日
は
極
集
の
百
歳
友
る
こ
と
を
思
は
ざ
る
友
り
。
欲
望
た
き
人
は
如
来
が
常
に
奥
へ
つ
L

あ
る
無
債
の

賓
珠
を
う
け
ざ
る
た
り
。
こ
の
欲
望
は
い
け
る
く
わ
ん
ぜ
音
た
り
、
し
や
か
む
に
な
り
。



人

格

の

位

人
格
を
三
位
に
別
る
事
を
得
。
一
、
非
人
絡
、
一
一
、
人
格
、
=
一
、
霊
格
と
す
。
亦
此
三
格
を
人
類
中
の
三
類
棄
と
も
一
疋

ふ
。

一
、
邪
定
楽
(
詩
句
)
二
、
不
定
棄
(
院
す
)
三
、
正
定
豪
(
札
岱
腕
)
。

一
、
非
人
格
、
ま
た
邪
定
棄
と
は
、
人
類
中
の
劣
等
な
る
と
邪
悪
の
類
で
あ
る
。
之
に
三
種
あ
り
。
畜
生
と
餓
鬼
と

地
獄
の
性
格
を
非
人
格
と
す
。
畜
生
人
格
は
人
類
中
に
生
を
受
け
て
も
人
生
向
上
の
行
路
友
る
を
自
費
せ
や
。
さ
れ

E

も
餓
鬼
格
の
如
く
に
肉
欲
我
欲
の
病
的
に
も
陥
ら
や
。
地
獄
格
の
如
く
に
邪
見
逆
悪
の
方
に
も
堕
ち
歩
。
他
動
物
の
本

能
に
近
く
動
物
的
に
生
活
し
た
る
者
。
餓
鬼
は
本
能
的
に
盲
従
せ
や
肉
慾
の
病
的
に
堕
し
、
色
に
す
さ
み
、
酒
に
耽
り
、

美
を
噌
み
、
美
服
に
憧
が
れ
、
震
に
他
物
を
ぬ
す
み
、
又
は
詐
儒
レ
て
遂
に
五
欲
の
需
に
堕
落
し
た
る
者
。
叉
名
春
、

樺
利
、
財
産
等
の
欲
望
が
晶
進
し
て
、
我
欲
。
病
的
に
陥
入
り
た
る
も
の
が
餓
鬼
格
に
て
、
地
獄
格
は
邪
見
逆
悪
の
方

の
み
護
謹
し
、
天
に
遊
び
人
に
戻
り
、
逆
悪
無
道
の
性
格
。
斯
ら
の
三
種
は
悪
の
三
等
に
堕
す
れ
ど
も
皆
人
格
備
は
ら

ぎ
る
類
来
た
る
故
に
非
人
格
と
一
再
ふ
。



二
、
人
格
。
人
類
中
全
く
人
絡
具
備
し
た
る
中
に
も
亦
三
位
あ
り
。
内
徳
快
少
し
て
外
貌
に
装
ふ
善
及
び
徳
行
を
好

み
、
叉
倣
慢
勝
他
の
動
機
よ
り
善
を
鴬
す
も
の
は
修
羅
格
と
云
ふ
。
・
次
に
、
人
道
的
人
格
よ
り
道
徳
に
契
ふ
人
は
全
く

の
人
格
た
り
。
常
識
に
富
み
人
格
具
は
り
人
類
の
標
準
と
鴬
る
べ
き
人
物
を
人
中
の
人
と
云
ふ
。
人
中
の
天
と
は
公
明

正
大
博
愛
の
君
子
志
士
仁
入
、
ま
こ
と
に
稀
に
見
る
高
等
た
る
人
格
、
世
の
矯
め
人
の
震
に
徳
を
碕
し
功
を
興
ふ
。
こ

れ
を
天
的
人
格
と
云
ふ
。

こ
れ
ら
の
三
種
は
勝
劣
同
じ
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
人
格
具
備
の
類
棄
と
す
。
然
れ
ど
も
人
格
と
し
て
は
完
全
怠
る
も
、

進
ん
で
霊
性
的
生
活
に
入
る
こ
と
な
き
露
め
、
非
人
格
に
比
格
せ
ば
賓
に
立
振
な
れ
ど
も
、
霊
格
よ
り
見
れ
ば
精
紳
生

活
の
上
に
於
て
永
遠
の
光
明
を
認
め
や
劣
豪
怠
る
事
は
兎
れ
ぬ
。
若
し
霊
的
光
明
を
得
る
に
至
ら
ば
進
ん
で
霊
格
に
入

る
事
を
得
。
若
し
悪
縁
に
依
れ
ば
非
人
格
に
堕
落
す
る
の
憂
注
き
能
は
や
。
故
に
不
定
棄
の
類
と
す
。

三
、
霊
格
。
此
に
三
種
あ
り
。
一
、
聾
聞
むM
4
a
z
縁
畳
(
殺
)
、三
、
菩
薩
悌
陀
。

霊
絡
の
中
に
三
位
あ
る
も
、
通
じ
て
霊
格
た
る
こ
と
は
何
人
我
を
超
越
し
て
宇
宙
大
震
と
合
一
し
霊
的
生
活
に
入
り

た
る
こ
と
に
た
い
て
一
致
す
。
故
に
霊
格
と
す
。
通
ヒ
て
大
霊
と
合
一
す
る
は
同
一
な
れ
ど
も
、
大
霊
中
の
自
己
の
霊

が
唯
「
慢
」
の
み
合
一
し
て
無
量
の
「
相
主
主
」
功
徳
と
及
び
「
用

S
Z

」
不
思
議
の
働
き
の
上
に
於
て
三
人
相
同
じ
か



四

ら
や
、
故
に
三
位
と
注
す
。

聾
聞
R
Mぅ
)
は
真
空
無
我
を
詮
し
、
小
我
を
超
え
て
大
自
然
と
合
一
し
、
紳
逼
自
在
と
無
漏
の
聖
智
と
を
以
て
真
空
異

如
を
誰
得
す
。
然
れ
ど
も
己
れ
濁
り
浬
襲
に
在h
y

て
他
の
一
切
を
自
己
の
如
く
に
度
す
こ
と
に
づ
と
め
歩
。
縁
畳
(
枇
仏
)

も
小
我
を
超
え
て
真
昼
浬
襲
に
入
っ
て
生
死
を
離
れ
た
る
も
、
斯
二
聖
は
自
己
の
み
を
度
し
て
他
の
一
切
を
度
す
こ
と

に
O
と
め
や
。
聾
聞
は
他
の
教
示
に
基
づ
き
自
ら
得
遣
し
、
縁
莞
は
無
師
自
然
に
悟
謹
し
た
る
聖
者
で
あ
る
。
菩
薩
と

悌
陀
と
は
同
一
の
因
と
果
と
の
別
で
あ
る
。

悌
較
に
大
小
二
乗
あ
り
て
、
小
乗
軟
に
は
、
衆
生
の
五
戒
を
持
完
主
ち
人
道
を
行
ふ
因
に
は
必
や
未
来
に
人
間
界
に

生
を
受
く
。
勝
妙
怒
る
理
想
を
以
て
十
善
を
完
ふ
し
た
る
も
の
は
天
上
柴
界
に
身
を
受
く
。
四
聖
諦
を
以
て
真
空
翼
如

を
謹
し
生
死
を
解
脆
し
渥
襲
8

ほ
ん
}
永
生
に
師
着
す
る
こ
と
を
得
る
は
聾
聞
乗
で
あ
る
。
小
乗
教
に
は
道
徳
上
正
し
き
行

震
又
人
格
と
し
て
は
賓
に
完
全
無
映
た
る
も
の
も
、
四
聖
諦
八
正
遣
を
以
て
小
我
を
域
し
無
鴬
異
如
の
浬
襲
を
得
る
に

あ
ら
ざ
れ
ば
生
死
を
解
脆
【
げ
世
3

す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
故
に
絡
局
の
目
的
と
す
る
庭
は
生
死
の
苦
を
脆
し
浬
繋
永
生
に

蹄
趣
す
る
に
あ
り
。
か
の
浬
繋
は
一
切
の
繋
縛{Z
S

を
離
れ
た
る
無
震
寂
静
(
凶
詑
守
J
の
庭
で
あ
る
。
共
妙
境
の
泊
息
は

凡
夫
妄
想
分
別
の
心
を
以
て
測
る
事
は
出
来
ぬ
。
聖
者
自
ら
詮
入
し
て
賓
験
す
る
底
怒
り
。



大
乗
悌
教
の
絡
局
目
的
も
六
道
生
死
を
離
れ
永
恒
常
柴
の
浬
繋
界
に
蹄
着
す
る
庭
に
あ
り
。
大
乗
鞍
中
に
も
権
貰

(
誌
)
三
乗
一
乗
等
に
階
綾
が
る
る
け
れ
ど
も
、
通
じ
て
一
五
は
ど
無
上
正
畳
(
札
仲
ラ
)
を
成

h
E
Z

じ
永
恒
常
住
の
大
浬
襲
を
得

る
に
あ
り
。
正
覚
と
は
衆
生
の
心
の
無
明S
孝
之
の
慨
に
生
死
の
夢
を
見
n
J
Lあ
る
を
朗
然
と
し
て
無
明
の
睡
よ
り
覚

め
、
本
莞
の
光
明
が
固
か
に
照
し
て
一
切
の
真
理
と
し
て
照
見
せ
ざ
る
な
き
を
云
ふ
。
浬
襲
と
は
相
待
有
無
生
死
を
超

え
て
絶
釘
怠
る
宇
宙
大
霊
韓
と
合
一
し
永
恒
常
住
の
霊
界
に
安
住
す
る
を
云
ふ
。

教
組
緯
傘
が
六
年
勤
苦
の
後
、
摩
詞
陀
内
ま
か
さ
の
正
覚
道
場
菩
提
樹
下
に
於
て
臓
月
円

L

ほ
す
ゴ
八
日
の
暁
朗
然
と
し
て
正
覚

を
成
じ
、
浬
襲
常
柴
を
護
悟
な
さ
れ
た
。
従
来
の
生
死
の
夢
さ
め
し
妙
境
界
は
正
費
の
旭
東
天
に
昇
り
て
普
く
天
地
に

照
耀
す
る
が
如
き
心
霊
の
般
態
で
あ
る
。

鐸
隼
が
正
売
の
上
に
常
業
界
に
謹
入
し
て
賓
験
せ
る
霊
相
を
説
示
し
た
る
が
即
ち
華
巌
経
(
初
完
)
で
あ
る
。
緯
傘
の
本

韓
は
合
那
c
m
r凶
日
凶
浦
の
如
来
身
、
相
好
光
明
普
く
法
界
を
照
し
て
遺
円

2
M

す
こ
と
友
く
、
佐
底
を
蓮
華
臓
(
詑
げ
)
世
界
と

云
刊
日
、
全
宇
宙
を
蓋
し
て
微
聾
ば
か
り
も
清
海
荘
厳
不
可
思
議
の
境
界
に
あ
ら
ざ
る
鹿
た
し
。
無
量
無
教
の
法
身
菩
躍

の
震
に
微
妙
の
法
を
設
い
て
化
経
S

宇
三
を
施
し
給
ふ
。
か
く
の
ご
と
き
の
霊
妙
境
界
は
永
遠
に
滅
す
る
事
な
く
常
住
に

法
身
の
菩
躍
を
教
化
し
て
止
む
こ
と
な
し
。

五



一
占
ハ

悌
陀
と
菩
薩
と
は
、
因
と
果
と
の
位
に
し
て
、
大
菩
提
心
を
護
し
て
上
菩
提
を
求
め
下
衆
生
を
化
を
す
る
の
願
を
護

し
、
智
徳
固
浦
を
期
す
。
一
切
を
度
し
て
同
一
の
妙
果
を
得
し
め
ん
と
の
願
を
費
し
、
こ
れ
が
賓
現
の
矯
め
に
最
善
の

努
力
を
し
、
志
勇
猛
精
進
に
し
て
忍
辱
定
ん
を
、
精
進
釘
匂
)
、

締
慮
、
智
慧
、
等
の
寓
善
官
同
行
を
以
て
終
局
に
建
せ
ん

と
す
。

菩
薩
が
初
護
心
(
古
川
)
よ
り
絡
局
の
悌
果
園
浦
に
到
達
す
る
階
殺
に
五
位
あ
り
。
十
信
、
十
位
、
十
行
音
帝
之
、
十
回
向
、

十
地
と
す
。
十
地
の
願
と
行
と
を
成2
宇

Z
じ
て
究
寛
固
浦
に
健
達
し
た
る
を
妙
売
却
ち
正
覚
を
成
じ
た
る
悌
陀
で
あ

る
。
普
鹿
が
初
め
よ
り
悌
果
に
至
る
階
級
を
月
の
盈
快
s
z
g

に
鳴
ふ
れ
ば
、
凡
夫
が
人
生
に
永
遠
の
光
明
を
事
も
認

め
ぬ
人
は
晦
月
(
詫
か
)
の
よ
う
に
て
、
初
め
て
如
来
の
霊
光
に
感
縄
し
一
分
自
費
を
得
た
る
は
新
月
に
し
て
、
漸
々
に
月

が
増
進
し
て
づ
い
に
国
浦
な
る
満
月
と
友
る
は
卸
ち
菩
薩
の
浦
位
に
遣
し
、
智
徳
園
浦
・
な
る
悌
位
に
到
り
し
姿
で
あ

る
。
菩
薩
は
印
ち
伸
子
で
あ
る
。
亦
法
王
子
と
も
云
ふ
。
や
が
て
悌
と
成
る
べ
き
階
較
で
あ
る
。

大
乗
悌
殺
の
教
ふ
る
底
に
よ
れ
ば
、
十
法
界
の
中
に
於
て
三
悪
道
と
一
一
一
普
道
と
の
六
道
法
界
は
霊
性
未
掲
聞
け
や
。

宇
宙
の
大
法
に
順
守
る
を
知
ら
や
。
生
死
に
流
縛
吉
て
会
し
て
止
む
こ
と
な
し
。
故
に
迷
妄
の
凡
夫
と
云
ふ
。
聾
聞
と
縁

費
と
は
生
死
を
脆
す
れ
ど
も
、
未
だ
固
浦
た
る
総
局
永
遠
生
命
大
自
由
の
位
に
到
ら
や
。
故
に
十
界
の
中
唯
菩
薩
の
み



大
法
に
則
り
、
重
性
開
費
し
て
光
明
の
生
活
に
入
り
、
現
在
を
通
じ
て
永
遠
の
生
命
に
入
り
、
自
ら
人
生
の
翼
理
を
自

費
し
、
市
し
て
亦
他
人
に
も
莞
せ
し
め
、
自
覚
し
て
光
明
の
生
活
に
入
る
が
故
に
其
行
錯
も
又
向
上
的
に
悌
果
固
浦
を

期
し
て
こ
れ
に
向
。
て
進
趣
す
。

経
に
ご
切
衆
生
本
法
身
よ
り
生
じ
て
法
身
に
還
ら
ざ
る
友
し
」
k
。

人
生
の
終
局
目
的

大
乗
悌
敢
に
穀
ふ
る
慮
の
人
生
の
終
局
目
的
はE
畳
を
成
じ
浬
佃
鳴
を
得
る
に
あ
り
。

正
覚
と
は
自
己
の
霊
性
を
聞
き
て
異
質
に
自
己
を
費
了
し
た
る
こ
と
、
卸
ち
心
の
聞
は
れ
て
本
畳
怠
ん
が
三
の
日
輸
が

現
れ
出
づ
る
こ
と
、
心
霊
の
日
光
で
普
く
寓
法
を
照
し
て
誤
る
た
し
。
叉
他
の
凡
で
に
自
性2L
ょ
う
》
を
聞
か
し
め
翼
理

に
契
向
島
さ
ふ
生
活
を
謹
げ
し
め
自
他
共
に
光
明
的
行
震
を
以
て
向
上
せ
し
む
。

浬
提
と
は
凡
夫
の
生
死
を
超
え
て
永
遠
の
生
命
に
入
り
た
る
こ
と
。
故
に
鐸
舎
の
聖
徒
ら
が
揮
隼
の
指
導
に
よ
り
修

行
卒
業
の
暁
に
は
有
飴
浬
繋
(
出
品
自
)
に
入
る
。
有
飴
浬
繋
の
有
飴
依
は
此
精
紳
が
依
止
す
る
形
態
を
云
ふ
。
た
と
へ
身
慢

七



l¥ 

は
此
ま
a
A
た
れ
ど
も
心
霊
は
生
死
を
離
れ
て
絶
封
永
恒
の
大
霊
と
合
一
し
永
遠
不
誠
の
生
命
と
た
り
常
住
安
楽
の
欺
態

と
震
る
。
然
れ
ど
も
肉
樫
の
あ
ら
ん
限
り
は
精
一
脚
は
無
震
安
穏
(
拘
怨
)
の
極
柴
に
あ
り
な
が
ら
も
、
肉
慢
は
生
活
の
う
と

め
叉
寒
熱
飢
餓
の
苦
は
兎
れ
や
。
其
れ
を
有
飴
浬
襲
(
帥
笥
)
と
一
疋
ふ
。
香
川
凶
換
ふ
れ
ば
肉
慢
の
億
訟
が
ら
紳

Z

さ
は
極
紫

に
安
住
す
る
の
謂
【
い
と
で
あ
る
。

い
よ
/
\
肉
慢
の
生
命
劣
等
な
肉
慢
の
殻
♀E

を
脆
し
て
心
霊
が
極
柴
の
本
に
障
し
常
住
と
安
楽
と
自
由
と
清
津
と

の
法
業
の
身
と
た
る
。
之
を
無
飴
浬
襲
高
官
)
と
矯
す
。

正

畳

?里

集

正
畳
浬
繋
と
は
自
己
を
本
と
し
て
の
悟
道
的
哲
撃
的
の
語
で
、
宗
教
的
に
云
は
ば
無
量
光
無
量
需
の
中
に
救
済
せ
ら

れ
た
る
こ
と
で
あ
る
。

正
費
と
云
ふ
は
人
の
霊
性
開
裂
し
て
廓
然
と
大
悟
の
目
醒
s
f
e

で
あ
る
。
自
醒
め
て
見
れ
ば
大
日
光
は
六
合
を
照
し

て
寓
境
現
前
す
。
霊
性
目
醒
め
て
見
れ
ば
本
畳
の
無
量
光
の
日
光
は
心
霊
法
界
を
照
し
て
一
切
の
真
理
は
了
々
と
現
前



す
。
警
へ
ば
日
光
と
人
の
眼
目
と
の
関
係
に
依
て
天
地
を
明
に
見
る
た
れ
ど
も
、
自
己
の
眼
目
の
方
を
本
と
し
て
正
覚

と
た
ず
は
聖
道
家
で
あ
る
。
太
陽
の
光
明
を
本
と
し
て
光
明
獲
得
と
云
ふ
は
宗
教
家
で
あ
る
。
叉
自
己
が
小
生
命
の
生

死
を
肱
し
て
永
恒
の
大
生
命
に
入
る
を
浬
繋
と
鴬
る
が
聖
道
家
で
、
生
死
の
凡
夫
が
如
来
無
量
需
闘
に
蹄
入
し
て
悌
と

共
に
無
量
需
と
震
る
と
云
ふ
は
宗
教
的
で
あ
る
。

此
の
如
く
大
乗
悌
教
の
宗
教
的
方
面
、
人
生
の
腸
着
す
る
底
は
、
吾
人
が
現
在
の
自
己
は
無
明
の
聞
に
人
生
の
蹄
着

も
自
質
す
る
を
得
ら
れ
ぬ
凡
夫
で
あ
る
。
依
A
Jて
例
へ
ば
太
陽
怠
く
ば
世
を
見
る
こ
と
能
は
ざ
る
如
く
、
吾
人
は
心
霊

界
の
太
陽
無
量
光
如
来
の
光
明
を
伸
ぐ
に
あ
ら
ざ
れ
ば
虞
理
に
か
た
ふ
生
活
は
出
来
ぬ
凡
夫
で
あ
る
。
依
っ
て
一
に
霊

的
日
光
の
明
る
こ
と
を
求
む
印
ち
信
仰
で
あ
る
。

信
伸
に
依
っ
て
光
明
獲
得
(
岩
〈
)
し
光
明
生
活
に
入
る
。
従
来
の
生
死
の
凡
夫
も
全
く
如
来
無
量
の
光
に
蹄
す
る
時
は

一
滴
の
水
も
大
海
に
入
て
一
味
に
蹄
す
る
如
く
、
我
が
此
生
命
が
此
ま
L

永
恒
常
住
の
無
量
誇
と
蹄
一
し
た
の
で
あ

る
無
量
光
の
中
に
入
る
を
我
ら
の
光
明
と
云
仏
、
無
量
誇
と
輝
一
し
た
る
生
命
が
印
ち
生
活
で
あ
る
。
之
を
光
明
生
活

と
矯
す
。
然
ら
ば
卸
ち
吾
人
の
心
光
は
無
量
光
中
の
一
分
に
、
吾
ら
の
生
命
は
無
量
需
と
合
一
す
。
此
無
限
の
源
よ
り

大a



四
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此
身
に
霊
徳
を
賓
現
的
に
行
鴬
す
る
が
卸
ち
人
生
の
師
趣
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
通
じ
て
大
乗
軟
に
由
っ
て
一
臆
の
理
を
説
話
し
た
り
。
是
よ
り
光
明
生
活
に
入
る
賓
地
宗
教
的
方
面
を

話
せ
ん
と
欲
す
。

光
明
生
活
に
入
る
心

大
乗
悌
敬
白
人
生
を
指
導
す
る
趣
旨
は
正
費
と
浬
提
を
得
し
む
る
に
あ
り
。

之
を
宗
較
的
に
云
は
ど
霊
的
光
明
を
獲
得
し
永
遠
の
生
命
を
信
じ
て
光
明
中
の
生
活
に
入
る
に
あ
り
。
此
の
太
霊
の

光
明
中
に
蹄
入
す
れ
ば
永
遠
不
繊
の
生
命
と
な
る
。

こ
の
心
霊
界
の
太
陽
を
無
量
光
と
云
ひ
共
安
住
す
る
慮
を
無
量
害
固
と
な
す
。
故
に
{
一
水
験
生
活
に
入
る
に
は
先
づ
心

霊
界
の
太
陽
な
る
如
来
の
光
明
の
賓
在
と
賓
力
と
を
信
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
や
。
無
量
光
如
来
は
精
紳
界
の
太
陽
で
あ
る
。

太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
光
熱
化
の
一
一
一
一
線
あ
る
如
く
、
如
来
の
光
明
に
一
一
一
能
あ
り
。
智
慧
と
慈
悲
と
霊
化
と
の
一
一
一
徳
あ

り
。
智
慧
は
心
を
服
す
光
線
で
あ
る
。
太
陽
の
光
線
に
て
世
界
の
も
の
が
明
に
見
ゆ
る
が
如
く
智
慧
は
心
の
世
界
の
翼



理
が
見
ゆ
る
。
慈
悲
は
太
陽
の
熱
線
に
て
寓
物
を
温
る
如
く
如
来
の
慈
悲
は
人
の
感
情
を
暖
め
て
苦
を
抜
き
柴
を
奥
へ

て
有
難
き
柴
し
き
生
活
と
し
て
下
さ
る
。
霊
化
は
太
陽
の
化
曲
学
線
が
地
球
の
生
物
を
活
か
す
如
く
に
、
如
来
は
人
の
意

志
を
霊
化
し
て
善
良
た
る
人
と
し
て
聖
意
に
叶
ふ
働
き
を
な
さ
し
て
下
さ
る
。

如
来
が
十
方
の
心
霊
を
照
し
て
揖
取
同
化
し
給
ふ
霊
力
を
如
来
本
願
力
官
き
と
云
ふ
。
本
願
力
と
は
一
切
衆
生
の
子

等
を
御
舗
の
恩
寵
の
光
を
以
て
聞
と
悩
と
悪
と
の
心
を
悟
と
柴
と
善
と
に
同
化
し
、
如
来
な
る
親
の
子
と
た
さ
る
聖
意

を
一
五
ふ
。

艇
に
彼
伸
光
明
無
量
、
照
二
十
方
園
→
無v
所
エ
障
碍
「
是
故
競
鴬
=
阿
捕
陀
→
叉
た
彼
伸
光
明
遍
照
三
十
方
世
界
→
念

悌
衆
生
揖
取
不
捨
。
ま
た
是
故
無
量
薄
悌
披
億
二
無
量
光
伸
、
乃
至
超
日
月
光
伸
4
共
有
ニ
衆
生
「
遇
-
一
斯
光
問
者
、
三
垢

消
波
、
身
意
柔
幌
、
歓
喜
踊
躍
、
善
心
生
君
。

如
来
の
大
霊
光
は
常
恒
不
断
に
照
し
て
衆
生
の
上
に
及
ぼ
し
給
ふ
事
を
信
や
。
此
如
来
の
光
明
と
合
一
融
合
霊
化
す

る
人
の
心
意
を
三
心
と
す
。
三
心
に
し
て
始
め
て
如
来
の
心
光
と
合
す
。

経
に
十
方
衆
生
、
至
心
信
柴
t

会
主
欲
v
生
国
最
園
→
乃
至
十
念
、
若
不v生
者
、
不
v
取
ヱ
正
覚
→

此
の
金
文
は
如
来
が
迷
浪
の
衆
生
を
済
度
せ
ん
が
需
に
法
裁
比
丘
【
胆
三
と
身
を
現
じ
、
四
十
八
願
を
立
て
、
無
明
罪

四
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悪
の
衆
生
を
如
来
と
同
じ
光
明
の
中
に
安
立
せ
し
む
る
道
を
立
て
た
る
第
十
八
願
に
て
、
意
は
、
如
来
の
心
光
は
衆
生

の
震
に
照
し
あ
れ
ば
衆
生
の
心
に
至
誠
心
を
以
て
我
を
信
じ
我
を
愛
し
我
闘
を
欲
望
せ
よ
と
の
願
意
で
あ
る
。

h智
一
慧
|
|
信
-

如
来
占
慈
悲
|
|
愛
ヤ
衆
生

F
聖
意
|
|
欲
、

宗
教
的
関
係
の
紳
人
合
一
、
三
密
融
合
等
、
又
光
明
同
化
等
の
語
を
以
て
心
理
朕
態
を
述
る
。

如
来
大
慈
悲

如
来
は
大
慈
悲
者
で
あ
る
。
衆
生
を
も
づ
ば
ら
愛
す
る
慈
悲
の
観
で
あ
る
。
親
は
無
上
の
愛
を
以
て
衆
生
を
寵
愛
し

給
ふ
。
故
に
吾
等
も
凡
て
に
超
え
て
如
来
を
愛
業
主
い
げ
き
す
る
に
あ
り
。
大
我
な
る
如
来
と
小
我
な
る
衆
生
と
の
相
愛

親
和
の
観
絡
な
る
因
縁
に
よ
り
て
衆
生
が
聖
吾
主
き
生
命
聖
き
子
と
生
るL
の
で
あ
る
。

如
来
の
慈
母
は
宇
宙
本
韓
か
ら
愛
の
表
現
と
し
て
慈
愛
深
き
温
容SE
t
-

を
以
て
現
は
れ
た
る
が
大
慈
悲
心
で
あ



る
。
如
来
慈
悲
の
相
好
《
モ52

は
慈
悲
心
の
現
れ
明
、
あ
る
。
其
相
好
が
印
ち
大
慈
悲
心
で
あ
る
。
我
等
が
如
来
を
深
く

愛
慕
す
る
心
に
現
は
れ
た
る
温
容
が
卸
ち
子
を
愛
す
る
慈
父
で
あ
る
。
我
等
が
ま
た
異
買
に
如
来
を
愛
す
る
真
情
あ
れ

ば
必
十
慈
悲
の
面
影
を
憶
念
せ
ざ
る
を
得
泣
い
。
異
質
に
愛
し
て
玉
顔
を
憶
念
す
る
時
は
面
影
を
見
ざ
る
を
得
ぬ
。
真

賓
に
如
来
を
愛
す
る
吾
心
を
、
客
瞳
に
表
現
し
た
の
で
あ
る
が
、
如
来
我
心
と
友
り
て
、
我
如
来
を
(
ニ
字
不
明
)
か
は

解
ら
ぬ
。

如
来
の
慈
愛
に
燭
る
L

時
は
充
さ
れ
自
己
が
印
ち
愛
化
し
市
し
て
自
己
の
国
浦
な
る
調
和
を
得
。
組
て
の
賎
劣
怠
る

物
を
愛
せ
や
如
来
を
愛
慕
し
融
合
美
化
し
た
る
情
を
以
て
見
れ
ば
、
す
べ
て
人
に
封
し
て
相
互
の
聞
が
融
和
す
。

如
来
は
大
慈
悲
心
者
で
あ
る
。
経
に
悌
心
者
大
慈
悲
是
也
と
。
如
来
の
生
命
は
大
慈
愛
で
あ
る
。
例
へ
ば
太
陽
は
地

上
の
寓
物
に
劃
し
て
愛
を
注
い
で
居
る
太
陽
の
愛
に
依
っ
て
す
べ
て
は
活
け
る
如
く
、
衆
生
の
心
霊
的
生
命
が
活
き

る
我
等
の
心
霊
は
大
な
る
慈
愛
に
生
き
る
。
愛
と
は
我
ら
は
如
来
大
慈
愛
に
依
て
活
く
る
故
に
我
等
霊
の
生
命
も
郎
ち

愛
で
あ
る
。
若
し
人
愛
友
く
ば
生
命
泣
き
友
り
。
太
陽
の
熱
の
如
く
如
来
は
暖
温
た
る
慈
悲
を
以
て
一
切
心
霊
を
温
暖

た
る
霊
生
命
と
し
て
活
か
す
。
我
等
が
肉
躍
の
生
活
す
る
聞
は
韓
温
あ
る
が
如
く
、
我
ら
の
霊
の
生
命
に
愛
て
ふ
霊
的

四
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温
度
備
は
れ
り
。
タ
ゴ
1

ル
臼
く
、
本
来
入
聞
は
自
分
の
奴
隷
で
も
な
く
亦
宇
宙
の
奴
隷
で
も
な
い
。
人
聞
は
唯
愛
に

生
き
て
居
る
。
人
聞
の
自
由
完
全
は
愛
共
も
の
の
中
に
あ
る
と
。
又
人
間
生
活
の
目
的
を
謹
げ
る
人
々
と
は
、
人
と
自

然
と
の
融
合
を
得
て
、
紳
と
共
に
合
一
し
、
そ
こ
に
安
心
立
命
を
得
る
こ
と
の
出
来
る
人
々
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
天
圃

は
我
物
で
た
い
、
我
を
離
れ
た
る
衆
生
共
有
の
調
和
た
る
心
霊
世
界
。

我
如
来
を
愛
す
。
如
来
は
何
慮
に
在
す
か
と
云
う
に
、
如
来
在
さ
ど
る
慮
な
く
如
来
は
絶
封
無
限
で
あ
る
。
我
々
は

如
来
の
愛
子
で
あ
る
。
吾
ら
の
霊
性
は
如
来
の
中
に
投
蹄
渡
入
し
て
、
亡
を
三
し
て
仕
舞
ふ
の
で
は
な
い
。
我
ら
個
人

の
鍵
性
を
通
じ
て
如
来
を
見
る
時
絶
封
無
限
の
如
来
を
知
見
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
絶
封
な
る
如
来
は
一
個
の
霊
性
の

中
に
溶
け
入
ら
ん
と
し
て
を
る
。

如
来
を
愛
す
る
も
の
に
は
無
限
の
如
来
我
に
あ
り
。
如
来
我
にO
れ
て
来
る
が
故
に
、
我
心
は
如
来
と
融
合
す
。
如

来
の
慈
愛
は
最
温
か
に
最
安
ら
か
な
る
が
故
に
、
如
来
と
融
合
し
た
吾
心
は
寅
に
安
ら
か
に
し
て
且
づ
柴
し
。
印
ち
法

悦
に
充
満
せ
ら
る
。
吾
人
の
喜
は
吾
人
が
心
中
に
存
す
る
如
来
の
賜
物
で
あ
る
。



法
報
慮
の
本
地

如
来
を
三
身
各
別
に
設
く
は
方
便
載
で
あ
る
。
三
身
印
一
を
説
く
は
翼
貫
教
で
あ
る
。
し
か
れ
ば
如
来
は
組
封
に
し

十
方
三
世
一
切
の
法
報
臆
輔
君
化
身

伝
ωげ
)
の
本
地
た
り
。
共
本
有
S

吉
田
の
捕
陀
が
本
来
絶
封
の
大
霊
界
に
ま
し
ま
し
で
あ
れ
ど
も
、
相
封
生
死
の
方
面
の
衆

て
昼
間
時
聞
を
超
越
し
永
恒
の
存
在
た
り
。
本
有
向
ほ
ん

e

常
住
の
無
童
書
悌
な
り
。

生
に
劃
し
て
、
三
身
を
現2
8
v

す
。
天
則
秩
序
を
統
一
し
捨
保
す
る
原
則
と
し
て
は
法
身
《
峰
z
e

と
名
づ
け
、
ま
た
如

来
自
性
2
L
1
M

の
霊
界
に
揖
取
せ
ん
が
矯
に
は
報
身
の
大
光
明
者
と
現
ヒ
、
衆
生
を
教
化
の
震
に
は
腹
身
【
B
2
6

と
現

は
れ
、
大
経
に
錠
光
伸
乃
至
五
十
三
働
も
、
世
自
在
と
同
じ
く
、
法
身
常
住
無
量
害
悌
の
分
身
臆
現
に
し
て
、
ま
た
法

ぎ識
る因
は位
主主 十
し劫
。果

ま成
た ZE
法 ZZ
華了

霊?
哩く
E 常
二佳
話霊
来 ET
は芸

査霊
泉壁
量吋

雪さ
f ，、

士写
触が
燈す
品晶 ""  

〉う τ
至り
コ子

盃雪
切揖
の取

語震
はの
卸方
ち便
如7J:
来ら

の
示
現
な
り
と
。
西
方
の
捕
陀
し
ゃ
ば
の
鐸
迦
悉
く
本
有
常
住
無
量
害
時
の
示
現
に
あ
ら
ざ
る
友
し
。
宇
宙
の
本
瞳
に
永

恒
存
在
あ
り
。
捕
陀
卸
ち
共
本
韓
で
あ
る
。
異
質
如
来
で
あ
る
。
今
も
現
に
此
鹿
に
存
在
し
給
ふ
。
永
劫
常
然
と
し
て

四
五
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在
し
給
ふ
。
永
遠
の
ロ
ゴ
ス
何
時
か
謹
る
期
あ
ら
ん
。

永
恒
常
住
の
霊
界

極
柴
は
無
矯
泥
沼
a
z
e

の
都
、
経
に
は
園
泥
温
2
2
e

の
如
し
と
設
き
、
導
師
は
極
柴
は
浬
襲
界
と
呼
ぶ
。
浬
繋

は
常
然
の
霊
界
無
始
無
格
の
一
切
諸
悌
の
安
住
す
る
慮
。
樺
隼
無
上
正
畳
の
暁
に
詮
得
し
給
ふ
庭
を
大
浬
繋
界
と
名
づ

く
。
緯
隼
は
爾
来
常
に
紳Z
S

は
浬
襲
界
に
安
佐
し
、
さ
れ
ば
す
べ
て
に
勤
め
て
常
住
の
浬
繋
を
示
し
給
ふ
。
煙
隼
及

ぴ
聖
者
の
詮
入
す
る
浬
襲
界
は
常
業
我
浮
四
徳
荘
厳hL
Z
Z
}

の
境
、
真
善
美
の
極
ま
れ
る
慮
。
悌
教
多
門
た
れE
も
蹄

す
る
慮
。
浬
襲
に
入
る
こ
と
の
み
教
ふ
。
彼
霊
界
は
清
海
無
比
の
荘
厳
五
妙
境
界
の
故
に
海
土
と
名
づ
け
美
天
園
と
も

日
ふ
。
如
来
大
法
柴
の
快
楽
安
穏
の
故
に
極
柴
ま
た
は
妙
柴
界
と
い
ふ
。
ま
た
無
量
光
明
土
と
も
、
無
量
害
時
園
と
も
、

常
寂
光
土
(
仙
肺
門
出
ゃ
く
)
と
も
ま
た
蓮
華
蔵
界

(
m
M
闘
い
)
、
ま
た
密
巌
崎
市
土
(
帥
わ
託
)
と
一
五
ふ
。
名
は
異
に
し
て
其
の
鰭
是
一
な

浬
舶
来
界
絶
封
に
し
て
一
切
躍
と
し
て
然
ら
ざ
る
な
し
。
何
ぞ
方
所
あ
ら
ん
。
衆
生
は
絶
劃
怒
る
浬
契
界
に
在
り
訟
が



ら
、
自
ら
生
死
の
中
に
出
渡
す
。
こ
L

に
於
て
容
易
く
浬
繋
常
住
の
都
に
入
る
べ
き
道
を
教
へ
給
ふ
。
之
を
念
悌
三
味

門
と
名
づ
く
。

三
味
無
篤
郎
浬
梁

是
導
師
の
讃
文
。
善
導
大
師
此
の
真
理
を
自
設
し
給
ふ
。
此
身
こ
の
まL
浬
襲
常
業
を
感
じ
ら
るL
は
印
念
伸
一
一
一
味

一
心
に
ミ
ダ
を
念
じ
て
我
を
離
る
る
と
き
我
印
ち
捕
陀
な
り
。
宇
宙
は
本
来
大
ミ
ダ

梯
た
れ
ど
も
、
衆
生
白
か
ら
此
雑
然
た
る
自
然
を
験
き
る
。

を
ん
ま
じ
な
り
。
念
伸
一
一
一
味
に
は
、

一
心
に
念
伸
し
て
自
己
の
心
ミ
ダ
に
同
化
す
る
と
き
は
、

一
切
慮
と
し
て
ミ
ダ
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
調
陀
在
す
庭
卸
ち
大
浬
襲
界
た
り
。
念
伸
一
一
一
味
ミ
ダ
と
同
暗
に
し
て
卸
ち
三

味
の
常
業
を
感
4
y。
こ
の
心
境
を
不
可
思
議
の
三
昧
湿
襲
と
名
づ
く
。

念
悌
三
味
を
得
れ
ば
心
常
に
大
浬
繋
に
安
住
す
る
な
り
。

理
想
に
於
て
極
柴
に
遁
遁
す
る
な
り
。
極
楽
と
は
卸
ち
捕
陀
の
在
ま
す
庭
た
り
。
捕
陀
身
心
緬
法
界
何
の
慮
に
か
捕

陀
在
ま
さ
ど
ら
ん
。
た
ど
衆
生
自
ら
迷
妄
に
渡
し
て
見
る
こ
と
能
は
ざ
る
の
み
。
若
し
一
心
念
伸
し
て
ミ
ダ
と
心
が
相

四
七
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出
陣
す
る
時
は
、
此
底
に
在
て
極
集
を
護
見
す
べ
し
。

若
し
此
身
心
を
離
れ
て
極
集
を
求
め
ん
と
せ
ば
得
べ
き
理
あ
る
こ
と
た
し
。
た
ど
す
べ
か
ら
く
一
心
念
伸
し
て
此

心
の
中
に
於
て
絶
封
怠
る
大
ミ
オ
ヤ
に
笑
合
す
ペ
し
、
極
柴
に
詮
入
す
ベ
し
。

三
身
一
如
の
懇
寧
教
化
の
目
的

法
身
内
ほ
っ
し
ん
"
と
は
天
則
秩
序
を
統
一
す
る
賓
瞳
の
こ
と
、
天
則
と
は
自
然
の
理
法
の
こ
と
、
た
と
へ
ば
火
の
熱
、
水

の
潤
弘
、
風
の
動
、
地
の
竪
き
は
天
則
で
る
る
。
ま
た
眼
が
見
る
、
耳
が
聞
く
、
鼻
が
嘆
ぐ
、
舌
が
味
ふ
、
身
の
備
費

に
於
て
も
天
別
で
あ
る
。
一
犬
則
と
は
人
の
約
束
か
ら
成
り
立
。
た
法
で
な
く
、
自
然
の
理
法
で
あ
る
。
柳
の
緑
、
花
の

紅
、
鷺
の
白
き
、
烏
の
黒
き
も
、
人
の
身
髄
形
成
も
精
紳
形
成
に
於
て
も
天
則
、
ま
た
生
物
が
飲
食
に
て
柴
養
し
、
雌

雄
の
交
合
よ
り
生
殖
す
る
も
天
別
で
あ
る
。
寓
物
各
天
則
を
離
れ
た
る
も
の
な
し
。
秩
序
と
は
蔦
物
が
天
則
に
産
出
し

成
長
す
る
に
秩
序
あ
り
。
地
球
は
太
陽
に
分
娩
せ
ら
れ
熱
が
冷
却
し
外
皮
が
・
次
第
に
屠
り
、
現
地
球
と
成
り
て
寓
物
を

叢
生
す
る
に
至
り
し
も
秩
序
的
に
護
達
し
た
る
、
植
物
に
も
幹
の
精
髄
が
果
接
を
結
び
種
と
友
り
、
戎
に
外
包
を
出
て



共
の
幹
と
な
り
葉
と
成
り
弐
第
に
秩
序
的
に
、
動
物
に
も
税
の
精
髄
が
母
胎
で
外
包
を
づ
く
り
て
子
の
身
韓
と
成
り
共

子
と
成
り
て
秩
序
あ
り
。
天
則
秩
序
を
は
た
れ
て
生
産
し
活
動
す
べ
き
も
の
た
し
。
天
則
秩
序
を
統
一
し
捨
保
す
る
理

性
を
法
身
と
す
。

ミ
オ
ヤ
は
法
身
の
樺
能
で
あ
る
。
然
ら
ば
法
身
自
鰭
は
何
か
ら
産
出
せ
し
ゃ
と
一
五
は
ど
、
始
も
な
く
格
も
た
く
法
身

自
ら
在
る
ι

一
切
慮
に
循
浦
せ
る
永
恒
自
存
の
心
霊
態
で
あ
る
。
自
に
見
え
ね
ど
も
賞
存
す
る
こ
と
は
、
人
の
精
紳
は

無
形
に
し
て
存
在
す
る
が
如
く
で
あ
る
。

金
制
官
、
.
天
則
の
理
性
が
鳶
物
を
産
出
す
る
に
其
秩
序
の
正
し
き
を
見
よ
。

人
の
精
紳
錯
乱
す
る
時
は
、
文
章
に
し
て
も
ま
た
書
霊
を
作
る
に
も
、
秩
序
友
く
鰭
裁
も
整
は
や
完
全
た
る
も
の
を

形
成
す
る
こ
と
能
は
歩
。
然
る
に
天
則
が
天
瞳
を
遁
化
す
る
に
、
地
球
の
寓
物
に
、
い
か
に
植
物
事
者
が
ぴ
そ
か
に
植

物
の
構
造
及
形
成
の
理
を
知
る
も
い
か
に
工
に
妙
を
得
た
る
も
の
も
造
る
こ
と
能
は
ざ
る
植
物
を
自
然
的
に
造
り
、
人

の
身
韓
組
織
が
解
剖
上
よ
り
見
る
も
買
に
妙
を
極
め
た
る
に
驚
か
ざ
る
を
得
者
y

。
ま
た
生
理
皐
上
よ
り
見
て
買
に
精
榊

柴
養
生
殖
の
作
用
の
如
き
よ
り
全
鰭
よ
く
整
へ
る
こ
と
唯
造
化
の
自
然
知
の
妙
を
稽
す
る
外
な
か
る
べ
し
。
こ
れ
に
は

人
類
の
如
き
の
意
識
的
知
力
に
あ
ら
ざ
る
も
、
天
則
理
性
の
知
の
理
性
た
か
る
べ
か
ら
や
。

四
九
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全
能
、
い
た
ら
ぬ
底
な
し
と
は
、
宇
宙
開
高
物
産
出
し
活
動
す
る
も
の
一
と
し
て
こ
の
能
力
を
離
れ
て
有
る
こ
と
た

し
。
例
へ
ば
地
球
寓
物
の
如
き
の
活
動
は
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
蹄
す
。
若
し
太
陽
の
カ
に
よ
ら
ざ
れ
ば
、
地
球
は
枯

渇
し
て
一
の
生
物
有
機
物
も
な
き
に
至
ら
ん
と
。
太
陽
の
力
と
難
も
共
源
三
な
も
ど
}
な
か
る
べ
か
ら
や

J
。
共
供
養
に
よ
ら

ざ
れ
ば
太
陽
ひ
と
り
能
力
を
輿
ふ
べ
き
な
し
。
故
に
一
切
寓
物
の
活
動
は
法
身
の
偏
勤
を
離
れ
て
あ
る
な
し
。
故
に
知

る
一
切
世
間
物
は
全
知
全
能
に
よ
り
て
産
出
し
之
に
権
保
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
な
し
。

報
身
。
所
在
は
至
員
、
至
品
一
昔
、
至
美
、
真
理
の
霊
界
と
も
、
清
浮
園
土
と
も
常
寂
光
土
と
も
名
づ
く
べ
き
、

一
切
の

島
悪
無
明
等
の
脆
し
た
る
心
霊
界
に
ま
し
ま
す
。
人
の
心
理
的
に
云
は
ど
無
明
鹿
素
質
の
離
脱
せ
し
精
一
紳
が
翻
守
る

心
霊
的
宇
宙
な
り
。
吾
人
の
最
高
等
な
る
宗
教
意
識
の
欲
望
の
封
象
な
る
紳
霊
的
理
想
の
観
念
界
い
ま
だ
理
想
に
し
て

賓
現
せ
ざ
る
紳
の
園
な
り
。
此
至
善
至
美
の
き
は
み
な
る
方
面
に
ま
し
ま
す
。
自
然
に
車
教
の
相
好
光
明
あ
り
て
光
顔

威
紳
無
極
白
岱
げ
託
)
高
徳
国
満
し
た
ま
ふ
。
共
底
は
自
然
に
種
々
の
至
美
の
腔
最
美
を
極
め
妙
を
査
す
。
金
銀
瑠
璃
賓

石
の
高
偉
閣
は
九
蒼
に
聾
へ
、
費
樹
賓
林
七
賓
の
光
色
煙
々
と
し
て
日
月
双
び
か
け
、
八
地
水
金
波
を
か
が
や
か
し
五

官
の
妙
柴
自
然
に
し
て
心
像
な
り
。

如
来
四
智
の
光
明
は
普
く
十
方
を
服
し
て
一
切
衆
生
の
心
霊
を
開
展
し
、
此
光
明
は
周
偏
す
る
も
心
霊
に
封
す
る
光



明
に
し
て
観
念
的
に
離
や
る
こ
と
を
う
べ
き
の
み
。

一
切
の
鹿
至
心
に
観
念
す
る
時
は
、
心
霊
此
の
光
明
に
よ
り
て
開

穫
し
一
切
の
庭
如
来
四
智
の
中
怒
ら
ざ
る
鹿
友
き
を
意
識
す
。

紳
聖
正
義
と
は
心
霊
開
展
し
た
る
心
霊
に
は
如
来
の
紳
霊
態
光
明
法
界
に
充
ち
て
、
こ
れ
に
劃
す
る
翻
念
に
は
、
自

己
の
心
震
に
反
照
し
、
紳
聖
に
し
て
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
観
あ
り
。
故
に
自
律
的
に
自
己
心
霊
に
無
上
権
威
あ
り
。
正
義

の
勢
力
に
劃
す
る
観
念
は
自
己
の
私
を
棄
て
如
来
の
正
義
に
協
力
し
て
義
務
的
に
活
動
せ
ん
と
す
。

恩
寵
の
御
名
と
如
来
無
限
の
慈
悲
は
法
界
に
周
偏
し
て
、
此
の
観
念
に
は
自
づ
ど
自
己
が
罪
悪
の
闇
黒
も
旭
日
に
照

さ
る
a
A

如
く
、
め
ぐ
み
の
観
念
に
無
明
の
聞
は
れ
、
感
情
が
苦
悩
と
罪
過
と
の
中
よ
り
脱
却
し
て
霊
踊
を
感
じ
平
和
安

穏
と
た
り
、
霊
の
意
志
と
し
て
は
聖
意
の
賓
現
と
し
て
道
徳
的
行
動
す
る
に
至
る
。

法
身
般
若
解
脆
(
時
配
的
指
ゐ
)
の
一
一
一
徳
、
真
理
と
智
慧
と
慈
悲
と
の
光
に
よ
り
て
正
知
見
を
聞
き
、
解
肱
の
徳
に
よ
り
苦

悩
罪
悪
よ
り
解
脆
し
、
霊
化
し
て
如
来
の
理
想
の
滞
土
に
生
活
し
て
、
こ
の
依
身
を
肱
す
れ
ば
賓
在
的
に
寂
光
洋
土
が

賓
現
し
て
、
宇
宙
と
し
て
如
来
の
至
美
界
な
ら
ざ
る
た
き
を
知
る
べ
し
。

臆
身
。
教
組
鐸
迦
隼
は
共
本
地
は
三
身
一
轄
の
如
来
。

五



五

一
身
と
は
法
身
報
身
臆
身
、
法
身
と
は
天
地
寓
物
の
本
種
、一
切
は
之
よ
り
生
じ
ま
た
之
に
よ
り
て
保
存
せ
ら
る
。

報
身
は
い
と
聖
き
美
し
き
霊
界
に
在
し
て
い
と
盟
し
き
相
好
と
、
智
慧
と
慈
悲
と
の
光
を
以
て
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
人

類
を
揖
取
す
る
如
来
。

臆
身
は
人
格
の
身
を
以
て
世
界
に
出
で
人
類
を
救
済
す
る
如
来
。
耀
象
は
膝
身
で
あ
る
。

報
身
と
は
法
身
の
粋
に
て
常
柴
世
界
に
在
し
て
大
自
在
の
徳
を
も
て
慈
悲
心
よ
り
臆
化
身
(
凶

M
Jを
示
現
し
て
人
類
を

救
済
す
。

西
臓
【
チ
ペ
?
と
の
悌
典
に
ア
ミ
グ
悌
は
聖
き
圃
に
在
し
て
人
梯
シ
ヤ
カ
の
本
地
た
り
。
ア
ミ
タ
伸
大
悲
三
味
よ
り
人
伸

シ
ヤ
カ
を
化
現
し
て
人
類
を
救
済
す
と
。

八
相
臨
化
A
哲
也
は
、
人
界
に
出
た
る
化
身
内
庁
L
e

の
生
涯
の
歴
史
で
あ
り
ま
す
。
八
相
と
は
、
生
天hLす
て
ん
v、
下
天
谷

で
ん
}
、
托
出
胎
、
出
家
、
降
魔
、
成
道
E

雪
雪
、
輔
法
輪
、
入
浬
提
を
云
ふ
。

生
天
。
鱒
隼
が
人
界
に
出
づ
る
に
先
だ
ち
て
天
上
の
ト
シ
タ
の
内
院
に
在
て
天
上
と
人
界
と
を
利
生
し
救
度
し
給

ふ
。
こ
の
時
を
善
慧
ポ
サ
ツ
と
は
名
づ
け
ら
れ
た
り
。

下
天
。
天
に
在
し
て
下
生
す
べ
き
時
と
鹿
を
鑑
み
給
弘
、
智
仁
粂
備
り
た
る
父
母
と
文
化
己
に
聞
け
た
る
固
と
を
え



ら
み
て
、
カ
ピ
ラ
エ
城
の
滞
飯
2
中
2
6

大
王
を
父
と
.
し
、
マ
カ
マ
ヤ
夫
人
を
母
と
し
て
四
月
八
日
に
夫
人
種
浴
清
潔
に

し
た
る
清
夜
に
於
て
、
夢
に
空
中
に
白
象
に
乗
り
光
明
蟻
た
る
聖
者
が
天
女
の
震
に
園
鰭
せ
ら
れ
、
伎
業
花
香
の
霊
感

を
得
た
る
時
に
紳
を
母
胎
に
降
し
給
へ
り
。

降
生
。
夫
人
ラ
ピ
ユ
園
に
遊
入
し
四
月
八
日
無
憂
樹
の
花
い
と
麗
し
き
を
奉
げ
て
之
を
摘
ん
と
す
る
時
、
菩
薩
は
右

脇
よ
り
生
じ
給
弘
、
現
に
七
歩
あ
ゆ
み
給
ひ
て
正
立
し
て
自
ら
聾
を
拳
げ
て
天
上
天
下
唯
我
調
律
と
稿
へ
て
卸
ち
妙
な

る
光
明
を
放
ち
給
へ
り
。

太
子
生
れ
給
ひ
し
目
、
五
百
の
費
自
ら
現
は
る
た
ど
の
よ
ろ
づ
の
善
事
集
る
を
以
て
、
シ
タ
ル
グ
太
子
と
名
づ
け
ら

れ
た
り
。
課
す
れ
ば
最
勝
に
し
て
一
切
の
事
業
途
ぐ
と
言
ふ
美
し
き
名
な
り
。

香
山
に
阿
私
陀
2

し
さ
と
言
ふ
仙
人
あ
り
。
紳
通
を
具
へ
り
。
太
子
誕
生
の
瑞
光
を
感
じ
て
、
遁
か
に
来
り
て
太
子
の

三
十
二
相
を
具
は
る
を
見
奉
り
て
嘆
じ
て
日
く
。
太
子
の
相
好
は
必
や
上
た
き
遣
を
成
じ
て
人
類
を
救
度
す
べ
き
道
を

有
し
給
へ
ど
も
、
我
齢
己
に
老
い
た
り
太
子
の
教
化
に
遇
ふ
こ
と
を
得
ぎ
る
を
悲
し
む
と
。

太
子
幼
に
し
て
拳
堂
に
在
。
て
五
明
四
吠
陀
ミ
さ
等
の
最
と
も
高
等
た
る
皐
術
を
修
め
、
ま
た
瞳
業
射
御
書
教
友
と

一
切
を
拳
ぷ
に
遣
と
し
て
成
ぜ
ざ
る
た
し
。

主



五
四

太
子
は
輪
王
と
し
て
四
海
を
統
御
し
寓
乗
の
君
た
る
べ
き
御
身
に
て
、
天
下
の
柴
を
一
人
に
棄
む
べ
き
界
報
い
み
じ

く
ま
し
ま
す
な
れ
ど
も
、
四
門
の
遊
び
に
老
人
病
人
死
人
の
相
を
見
て
、
世
間
の
無
常
を
さ
と
り
、
ま
た
異
時
に
於
て

遺
人
の
静
繭
に
し
て
身
心
調
熟
し
威
儀
の
斉
整
た
る
を
見
て
、
益
々
感
稜
し
て
世
の
道
の
外
に
心
霊
解
脆
の
大
道
あ
る

こ
と
を
さ
と
り
、
道
心
捕
切
に
護
し
給
ぴ
ぬ
。

太
子
は
舎
のJ
て
執
杖
鐸
氏
の
女
ヤ
ソ
グ
ラ
と
い
ふ
賢
婦
を
妻
り
給
仏
、
い
と
む
の
J
ま
じ
き
閏
門
の
中
に
於
て
王
子
ラ

ゴ
ラ
を
拳
げ
し
か
ど
も
、
大
道
心
い
と
切
に
し
て
殊
に
印
度
の
民
族
的
宗
教
及
び
道
徳
よ
り
、
護
展
し
て
人
類
的
宗
教

と
道
徳
を
以
て
一
切
の
人
類
を
一
慈
の
下
に
揖
ぜ
ん
と
の
大
道
心
よ
り
づ
ひ
に
個
人
的
幸
幅
は
勿
論
個
人
的
道
徳
を
犠

牲
に
し
て
、
大
志
を
起
し
、
た
め
に
閣
と
位
と
を
も
顧
み
る
い
と
ま
-
な
き
に
い
た
る
。

太
子
一
日
父
の
王
に
白
し
上
る
に
は
、
そ
れ
世
間
は
生
け
る
者
は
必
や
死
し
舎
者
五
t
e

定
ん
で
離
れ
ざ
る
を
得
な

ぃ
。
賓
に
世
は
ま
こ
と
に
枯
む
べ
き
も
の
な
し
。
願
く
ば
我
に
出
家
を
許
さ
せ
給
へ
、
我
道
成
就
せ
ば
、
人
類
の
た
め

不
死
の
門
を
聞
き
て
一
切
を
救
度
せ
ん
と
欲
す
、
是
我
が
願
注
り
と
。
父
王
之
を
聞
き
涙
に
咽
ん
で
言
ふ
能
は
や
J
。
太

子
は
少
惑
の
鴬
に
一
切
の
人
類
を
救
度
す
べ
き
大
志
を
止
め
難
く
し
て
、
年
十
九
歳
四
月
七
日
の
夜
願
者
寧
匿
t
Z

手

を
具
し
ケ
ン
チ
ヨ
ク
て
ふ
駿
馬
に
駕
し
て
ひ
そ
か
に
玉
城
を
忍
び
出
で
た
ま
へ
り
。



太
子
は
城
門
を
出
で
騰
が
た
に
パ
ギ
ヤ
仙
苦
行
林
に
着
し
て
、
馬
よ
り
下
り
て
玉
轄
を
飾
る
底
の
賓
冠
理
路
た
ど
を

解
い
て
之
を
シ
ヤ
ノ
ク
に
托
し
て
腕
母
と
ヤ
ソ
グ
ラ
に
遺
婚
し
給
ひ
、
ま
た
珍
妙
の
衣
を
ば
股vcて
自
ら
髪
を
そ
り
除

き
て
而
し
て
ケ
サ
を
着
し
給
ひ
ぬ
。
然
し
て
よ
り
山
林
を
め
ぐ
り
諸
の
道
士
に
つ
き
て
遣
を
求
む
。
ア
ラ
ラ
や
ウ
ト
ラ

た
ど
に
法
要
を
問
ひ
し
に
、
彼
ら
が
説
く
蕗
未
だ
格
局
の
真
理
に
あ
ら
守
し
て
静
し
て
去
り
、
自
ら
精
修
し
て
護
悟
す

=
レ
ン
ゼ
ン
河
の
東
岸
友
る
ガ
ジ
ヤ
仙
苦
林
に
逝
く
。
此
地
の
樹
林
い
と
ろ
る
は
し
く
水
清
く

る
外
に
注
な
し
と
て
、

妻
々
た
る
草
は
維
の
涯
を
布
た
る
如
く
た
る
を
愛
し
て
此
庭
に
在
つ
で
も
ろ
も
ろ
の
苦
行
を
修
め
、
日
に
一
麻
一
米
を

糧
と
し
無
上
正
翼
の
遣
を
得
ん
と
す
。
修
す
る
こ
と
六
年
の
春
秋
を
む
か
へ
身
韓
疲
れ
甚
し
く
皮
骨
連
立
せ
り
、日

一
一
レ
ン
ゼ
ン
河
の
清
流
に
い
り
て
洗
浴
し
た
る
に
集
力
衰
へ
て
自
ら
出
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
、
樹
の
枝
に
よ
じ
て
や
う

や
〈
に
上
れ
り
と
。
偶
々
そ
の
ほ
と
り
た
る
牧
の
長
の
女
ナ
ン
、
グ
パ
ラ
が
献
ぐ
る
庭
の
乳
聴
に
よ
り
て
気
力
回
復
し
、

元
の
如
く
に
た
り
ぬ
。
夫
よ
り
南
の
方
ガ
ヤ
に
到
り
、
ヒ
パ
ラ
樹
の
下
怒
る
金
剛
座
に
が
、
て
、
吉
鮮
が
指
せ
る
柔
棋
草

を
敷
て
蜘
鉄
坐
し
給
H
U、
時
に
大
誓
願
を
護
し
て
謂
へ
ら
く
、
我
今
正
員
の
道
を
詮
せ
や
ば
、
寧
ろ
此
身
を
陣
く
と
も

終
に
此
坐
b
L去
ら
、
?
と
。
宇
宙
を
全
動
せ
し
む
る
意
志
の
力
は
づ
ひ
に
一
犬
魔
を
驚
動
せ
し
め
、
た
め
に
魔
王
が
衆
多
の

品
管
層
を
寧
ゐ
て
逼
り
こ
こ
ろ
む
る
も
、
時
に
大
地
震
ひ
轟
き
毒
箭
の
風
に
刀
剣
の
雨
を
ふ
ら
し
カ
を
つ
く
す
も
、
大
ボ

五
五



豆
大

4
9
Wノ
の
金
剛
の
意
志
を
ば
事
も
動
か
す
こ
と
能
は
ざ
り
き
。n
J
H
U
に
之
を
制
伏
す
る
に
智
力
を
以
て
し
ま
た
魔
を
し
て

再
び
起
。
能
は
ざ
る
に
至
ら
し
め
ぬ
。

臓
月
円L
わ
さ
七
日
の
夜
に
於
て
天
魔
を
降
伏
し
て
金
剛
定
に
入
り
、
初
め
に
天
眼
を
得
て
昼
間
を
蓋
し
て
現
は
れ
、
。

ど
い
て
宿
命
遁
は
時
間
的
に
過
去
未
来
を
通
じ
て
知
り
、
後
明
星
ほ
の
か
に
出
づ
る
時
に
正
し
く
無
上
正
売
を
成
し
、

無
明
の
夢
さ
め
て
宇
宙
の
真
理
と
し
て
詮
得
せ
ざ
る
は
た
き
に
至
る
。

己
に
正
畳
を
成
じ
巳
づ
て
よ
り
、
初
め
に
華
巌
三
味
海
中
の
高
談
に
は
法
身
の
大
ボ
サ
ツ
等
を
利
し
、
づ
ぎ
に
鹿
野

苑
2
4
2
v

に
於
て
五
比
丘
町F
￡
を
度
し
、
大
悟
の
暁
よ
り
ネ
ハ
ン
の
タ
に
至
る
ま
で
五
十
年
間
の
教
化
は
諸
闘
を
経
め

ぐ
り
、
無
数
百
千
の
弟
子
を
度
し
、
所
謂
る
比
丘
比
丘
尼
信
士
信
女
共
か
や
量
り
な
し
。

悌
陀
の
生
涯
の
言
行
は
一
の
映
貼
た
く
、
完
全
国
浦
友
る
道
徳
は
賓
に
悉
く
一
と
し
て
模
範
怒
ら
ざ
る
も
仏
し
。
五
十

年
間
い
か
た
る
境
遇
に
も
意
志
を
饗
じ
給
は
や
、
健
闘
に
於
て
全
勝
の
凱
旋
を
注
し
た
る
、
八
十
に
し
深
蹄
定
(
出
筏
ん
)

に
入
。
て
ク
シ
ナ
の
バ
ッ
グ
イ
河
の
謹
た
る
シ
ャ
ラ
双
樹
の
聞
に
於
て
二
月
十
五
日
夜
諸
の
弟
子
ら
の
震
に
遺
識
し
た

ま
弘
、
有
飴
依
吉
よ
さ
の
身
を
棄
て
て
大
浬
繋
界
に
蹄
し
た
ま
ふ
。

悌
陀
が
自
ら
本
地
震
賓
を
一
不
し
給
ふ
法
筆
書
量
品
に
、
意
に
日
く
、
我
人
中
に
生
じ
ガ
ヤ
に
於
て
初
め
て
正
費
を
成



ヒ
ヲ
ひ
に
浬
幡
東
に
入
る
と
は
衆
生
が
感
見
す
る
か
り
の
依
身
に
て
、
我
異
質
の
法
身
は
無
量
需
に
し
て
久
遠
よ
り
如
来

念
り
久
津
永
劫
に
滅
す
る
こ
と
な
し
。
た
ど
衆
生
の
震
に
方
便
し
て
軟
化
の
鴬
に
出
渡
す
る
の
み
。
衆
生
が
肉
眼
に
感

や
る
世
界
は
時
到
ら
ば
械
す
べ
き
も
、
我
異
質
常
寂
光
土

(
U
M
何
山
中
〈
)
は
常
住
安
穏
に
し
て
天
人
常
に
充
満
ぜ
り
。
園
林

諸
の
堂
閣
種
々
の
賓
を
以
て
荘
厳
す
。
我
は
無
量
光
無
量
蕎
如
来
た
れ
ば
常
住
に
此
に
住
し
て
衆
生
を
度
す
と
。
言
を

換
へ
て
一
試
は
ど
我
が
真
身
は
ア
ミ
ダ
如
来
に
し
て
永
恒
浮
土
に
安
住
す
る
友
れ
ど
も
、
衆
生
は
無
明
に
隠
れ
て
之
を
見

る
こ
と
能
は
ぬ
の
で
あ
る
。

宇
宙
は
人
聞
の
感
見
に
現
象
界
轄
費
無
常
に
し
て
生
滅
費
易
な
れE
も
、
如
来
の
悌
眼
で
見
れ
ば
宇
宙
金
程
が
本
来

常
寂
光
土
郎
ち
極
集
滞
土
に
て
真
善
美
の
霊
界
で
あ
る
。

然
ら
ば
衆
生
は
宇
宙
精
紳
友
る
如
来
法
身
よ
り
出
で
ま
た
如
来
の
聖
き
霊
界
に
障
す
る
こ
と
を
得
る
と
せ
ば
、
い
か

た
る
方
法
を
以
て
之
を
得
ペ
き
。
答
て
日
く
、
共
方
法
の
中
に
於
て
シ
ヤ
カ
本
懐
と
し
た
る
法
華
に
よ
り
、一
心
に
伸

を
見
ん
と
欲
し
て
、
一
一
一
身
一
如
な
る
シ
ヤ
カ
の
本
韓
即
ち
ア
ミ
グ
の
聖
名
に
よ
り
て
聖
旨
の
現
は
れ
を
念
じ
て
止
ま
ざ

る
時
は
、
三
味
定
中
に
於
て
共
法
身
三
十
こ
た
る
を
現
し
て
、
こ
の
霊
感
の
知
見
に
よ
り
心
霊
更
生
し
て
有
飴
吉
主
の

身
は
建
ら
ざ
る
も
心
は
寂
光
土
に
す
み
遊
ぶ
。

五
七



五
八

巴
に
更
生
し
た
る
心
霊
は
清
〈
深
〈
無
限
の
泉
源
よ
り
霊
幅
を
感
じ
、
有
飴
の
依
身
を
枕
す
る
後
は
無
鴬
《
む
き
の
都

に
し
て
、

一
面
は
常
柴
我
滞
極
み
左
く
一
方
に
は
化
身A
t
e

を
出
し
て
世
界
人
類
を
す
く
ふ
こ
と
を
う
。

浬
繋
の
大
道
を
さ
と
り
給
へ
ば
一
切
の
衆
生
を
引
導
し
て
大
道
に
蹄
入
す
る
こ
と
を
教
へ
給
ふ
。
ネ
ハ
ン
と
は
即
ち

寂
光
土
ま
た
極
柴
滞
土
左
り
。
故
に
鰹
隼
教
化
の
目
的
は
一
切
を
揖
取
し
て
極
集
浬
繋
に
生
ぜ
し
む
る
に
あ
り
。

有
徐

無
官会

無
住
所

3呈
繋

梯
教
の
宗
教
的
精
紳
生
活
卸
ち
信
仰
の
行
程
と
し
て
は
、
人
の
精
紳
生
活
に
於
て
人
が
生
れ
た
る
ま
L

の
精
神
に
は

自
然
に
伸
性
と
煩
悩
(
本
心
と
気
質
)
と
の
こ
性
あ
り
て
具
有
す
。
此
精
神
が
一
は
開
穫
す
べ
き
も
の
で
二
は
霊
化
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
人
は
如
何
に
天
資
聴
明
た
る
も
其
費
質
い
か
に
豊
富
友
る
も
質
の
ま

L

に
て
は
宗
教
心
は
活
動
的

た
ら
や
。
人
の
精
紳
に
は
必
ら
や
解
股
し
霊
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
垢
質
が
具
有
し
て
沿
る
之
を
悌
較
に
は
通
じ
て
煩
悩
と

一
疋
ふ
。
此
煩
悩
な
る
悪
質
は
自
然
に
股
却
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
や
し
て
必
十
之
を
肱
却
す
べ
き
契
機
を
要
す
こ
れ
宗
毅

の
必
要
注
る
所
以
で
あ
る
。
若
し
人
が
宗
教
泣
く
と
も
自
然
に
解
脱
し
霊
化
す
べ
き
も
の
な
ら
ん
か
宗
教
要
注
き
に
い



た
る
。
若
し
ま
た
宗
教
の
教
化
を
被
む
り
て
も
解
脆
し
霊
化
す
べ
き
性
能
な
き
も
の
た
れ
ば
宗
教
な
き
に
至
る
。

悌
敬
、
樺
傘
の
宗
教
目
的
は
那
漣
に
在
か
と
一
疋
は
ど
人
は
本
来
質
の
ま
L

で
は
本
心
の
霊
性
も
護
揮
せ
や
煩
情
。
悪

質
も
肱
却
せ
や
此
の
ま
L

で
は
い
か
ぬ
。
鐸
隼
は
自
ら
太
子
の
時
代
に
宮
中
に
在
て
人
生
問
題
に
煩
悶
し
ま
た
自
己
の

胸
中
に
は
無
明
な
る
不
霊
幅
な
る
垢
質
具
有
す
る
が
震
に
精
神
生
活
が
霊
明
で
な
か
っ
た
。
然
し
て
後
に
入
山
勝
一
通
の

後
に
無
上
正
畳
を
誼
得
な
さ
れ
た
賞
時
従
来
の
無
明
罪
悪
の
人
聞
の
心
が
減
殺
し
て
霊
友
る
光
明
を
獲
正
畳
を
成
じ
て

生
死
の
凡
夫
が
永
生
の
霊
と
生
れ
更
り
た
さ
れ
た
。
こL
に
於
て
精
神
的
に
心
機
一
縛
し
て
生
れ
更
っ
た
此
精
神
駅
態

は
買
に
無
明
の
闇
夜
よ
り
正
売
の
旭
出
で
新
た
に
生
れ
人
格
が
一
一
賓
し
な
さ
れ
た
。
従
来
は
人
聞
の
肉
に
生
れ
た
る
も

の
生
死
の
凡
夫
た
り
し
が
永
生
の
聖
者
と
更
り
、
此
に
至
て
見
れ
ば
肉
韓
の
上
に
は
異
っ
た
こ
と
友
け
れ
ど
も
精
紳
上

に
大
革
新
し
た
。
之
を
有
飴
浬
繋
と
云
ふ
。
有
能
と
は
飴
依
と
て
此
依
身
を
指
す
な
り
。
此
依
身
は
替
ら
ざ
れ
ど
も
精

神
が
更
主
ら
さ
ま
り
で
。
精
神
更
ま
り
来
っ
て
翻
れ
ば
宇
宙
全
韓
が
ま
た
新
た
に
白
日
青
天
、
従
来
の
婆
婆
の
闇
宅
に
在

り
し
人
が
蓮
華
蔵
界
光
明
裡
の
人
と
友
る
。
浬
襲
と
は
生
死
を
超
た
る
永
恒
常
業
の
境
界
に
し
て
極
端
末
と
も
一
五
ふ
。
印

ち
常
住
安
柴
自
在
清
浮
の
霊
界
に
し
て
、
諸
の
聖
者
の
心
霊
の
安
住
す
る
慮
、
買
に
は
客
観
界
に
認
識
す
べ
き
庭
に
あ

ら
守
し
て
主
観
界
に
賓
翻
す
べ
き
直
観
の
霊
界
で
あ
る
。
此
霊
界
に
種
々
無
量
の
荘
厳
何
と
も
云
ふ
べ
か
ら
ざ
る
至
善

五
九



ノ、

。

至
妙
の
境
界
が
在
る
。

買
を
越
し
て
論
や
れ
ば
人
の
精
一
紳
の
最
奥
底
を
聞
き
て
固
満
に
霊
的
に
完
成
し
た
る
人
の
精
紳
世
界
で
あ
る
。
此
光

明
主
義
の
理
想
と
す
る
底
の
心
的
成
就
の
極
設
で
あ
る
。

既
に
精
紳
が
宗
教
に
依
っ
て
二
押
し
来
れ
ば
此
れ
霊
に
生
れ
更
り
し
た
り
。
然
れ
ど
も
此
肉
腫
の
有
ら
ん
限
り
は
自

然
。
生
理
あ
り
制
裁
を
兎
れ
や
飢
寒
困
苦
友
き
に
あ
ら
や
。

捕
々
此
依
身
の
報
命
謹
き
て
分
解
す
る
に
及
ん
で
は
、
心
霊
は
曾
づ
て
理
想
的
に
安
住
し
た
る
霊
界
が
賓
現
し
来
る

永
恒
常
業
の
寂
光
土
が
現
は
れ
来
る
。
諸
の
聖
者
諸
悌
の
常
住
に
住
し
給
ふ
理
想
の
妙
境
界
、
印
ち
常
業
我
浮
の
闘
に

真
善
微
妙
の
花
咲
匂
ふ
所
、
生
死
諸
の
苦
悩
脆
し
て
自
然
微
妙
の
業
土
の
故
に
極
柴
と
い
仏
、
ま
た
無
量
光
明
土
と
も

智
慧
土
と
も
常
寂
光
と
も
種
々
の
麗
は
し
き
名
を
以
て
表
せ
ら
る
る
慮
、
是
光
明
主
義
の
最
絡
の
目
的
と
震
る
底
で
あ

る
無
佳
底
浬
繋
と
は
、
生
死
に
住
せ
や
浬
繋
に
佳
せ
歩
、
永
恒
常
佳
に
、一
方
に
は
浬
提
界
に
安
住
し
て
、
ま
た
一
面

に
は
生
死
界
に
分
身
鷹
化
し
て
、
衆
生
情
度
の
事
業
未
だ
曾
て
暫
く
も
僻
慶
せ
ざ
る
注
り
、
故
に
無
住
慮
浬
襲
と
云

ふ
。



大
光
明
中
の
生
活

宇
宙
会
髄
悉
く
如
来
大
光
明
中
友
ら
ざ
る
は
た
く
、
共
の
大
光
明
中
に
在
。
て
其
の
中
に
自
ら
ニ
商
あ
る
。
宇
宙
は

-
面
よ
れU
は
自
然
界
、
他
面
は
心
霊
界
、
前
者
を
婆
婆
と
い
ひ
後
者
を
海
土
と
名
づ
く
。
婆
婆
本
よ
り
大
光
明
中
で
あ

る
。
具
存
と
は
婆
婆
に
も
浮
土
に
も
如
来
の
心
身
充
満
せ
ぬ
鹿
注
し
、
光
明
照
ら
さ
ぬ
底
た
く
、
如
来
安
離
れ
て
婆
婆

の
賓
瞳
は
-
泣
い
。
然
し
て
衆
生
は
本
来
如
来
の
子
で
あ
る
故
伸
性
具
。
て
居
る
。
而
し
て
本
願
の
光
明
に
揖
取
せ
ら
れ

同
化
せ
ら
る
時
は
身
は
婆
婆
に
在
。
て
紳2
8

は
光
明
の
生
活
で
あ
る
。
然
れ
共
身
は
自
然
に
締
せ
ら
れ
て
婆
婆
に
在

る
も
理
想
だ
け
は
光
明
中
の
入
、
浮
土
に
す
み
あ
そ
ぶ
想
る
り
。
然
し
て
後
命
総
る
時
は
今
ま
で
理
想
に
観
じ
て
居
。

た
光
明
界
が
今
度
は
賓
現
と
た
る
の
で
お
る
。

で
あ
る
か
ら
形
か
ら
見
れ
ば
婆
婆
と
滞
土
と
異
れ
ど
も
精
紳
か
ら
見
れ
ば
何
れ
も
同
じ
如
来
光
明
中
で
あ
る
。
大
光

明
中
に
在
り
乍
ら
肉
眼
は
婆
婆
を
見
て
居
る
。
宇
宙
同
一
の
如
来
中
に
婆
婆
と
静
土
の
賞
髄
に
か
は
り
は
友
い
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
法
界
の
翼
賓
義
な
の
で
あ
る
。
善
導
大
師
、
元
祖
大
師
に
も
そ
れ
は
確
か
に
現
れ
て
居
。
た
の
で
あ
る
。

占
ノ、
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け
れ
ど
も
衆
生
が
分
か
ら
ぬ
故
に
方
便
し
て
宇
宙
が
全
く
二
つ
あ
る
や
ろ
に
教
へ
た
の
で
あ
る
。

此
土
入
聖
は
わ
け
が
異
が
う
。

で
あ
る
。
さ
れ
ば
と
て
査
し
無
比
荘
厳
の
浮
土
無
し
と
云
ふ
の
で
は
な
い
。
全
く
あ
れ
ど
も
十
方
に
偏
在
し
て
如
来
心

一
切
鹿
如
来
の
光
明
中
で
あ
る
か
ら
現
在
か
ら
光
明
中
の
生
活
に
友
る
の
が
間
具
教

と
相
臆
す
れ
ば
経
験
が
出
来
る
の
で
、
賓
験
で
き
ぬ
と
も
大
光
明
中
の
生
活
と
は
た
ら
れ
る
。

共
に
真
宗
は
、
信
心
歓
喜
乃
至
一
念
至
心
廻
向
印
得
往
生
住
不
退
轄
と
。
信
心
獲
れ
ば
此
身
此
の
ま

L

卸
得
往
生
。

こ
れ
矢
張
固
具
教
の
一
分
で
あ
る
。
死
友
ね
ば
往
生
出
来
ぬ
と
云
ふ
の
は
超
然
主
義
で
あ
る
。

ま
た
園
具
教
に
は
、
精
神
に
は
現
在
な
が
ら
光
明
生
活
で
、
異
質
荘
厳
の
浮
土
往
生
は
身
の
死
後
で
あ
る
。

人
生
は
強
備
科

吾
浮
土
の
勤
め
と
て
、
強
ち
に
唯
極
柴
に
ゆ
き
て
後
、
七
賓
の
宮
殿
を
栖
み
家
と
し
て
、
百
味
の
飲
食
を
貧
る
震
に

往
生
を
欣
ふ
と
い
ふ
主
義
に
て
は
友
し
。
そ
れ
ら
の
こ
と
は
枝
末
の
事
に
て
、
兎
ま
れ
角
ま
れ
、
先
づ
阿
捕
陀
玉
隼
に

師
し
、
極
柴
を
求
め
よ
と
い
ふ
旨
趣
は
他
に
非
ゃ
、
同
調
陀
隼
帥
ち
自
己
本
来
の
家
父
に
遇
ふ
の
で
、
極
集
と
は
印
ち



自
己
の
本
家
に
で
ぞ
あ
る
。
元
来
人
の
精
紳
は
是
何
も
ぞ
、
何
底
よ
り
出
で
来
り
し
ゃ
、
自
ら
よ
く
究
め
て
了
解
し
、

杢
韓
自
己
は
是
何
も
の
で
有
る
か
御
存
じ
で
有
る
か
。
自
己
は
是
十
四
元
素
の
化
合
物
に
し
て
、
念
の
入
り
た
る
土
人

形
同
様
訟
も
の
で
せ
ろ
か
。
持
た
雑
多
の
元
素
よ
り
成
立
っ
た
有
機
物
で
せ
ろ
か
。
そ
れ
は
見
よ
う
に
ょ
う
て
、
そ
れ

だ
け
の
物
に
も
見
れ
ば
見
ゆ
る
の
で
す
。
い
ま
少
し
進
ん
で
人
聞
を
見
れ
ば
、
人
に
は
替
養
生
殖
器
あ
り
て
、
共
肉
を

養
H
U世
嗣
を
製
法
し
、
犬
や
馬
よ
り
も
鰭
艦
や
紳
経
の
構
造
も
巧
で
あ
っ
て
、
随
て
生
活
の
度
も
高
い
の
で
あ
り
、
そ

れ
も
唯
肉
を
養
仏
、
世
嗣
を
遣
る
だ
け
に
て
人
事
巳
る
と
す
れ
ば
五
十
歩
百
歩
、
少
し
進
化
し
た
動
物
に
て
犬
馬
の
兄

と
か
姉
と
い
ふ
ま
で
の
こ
と
だ
ら
う
。
そ
れ
だ
け
に
見
れ
ば
そ
れ
だ
け
に
も
見
ゆ
る
。
ま
た
そ
れ
だ
け
の
人
間
も
津
山

あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
少
し
進
ん
で
人
聞
は
歴
史
的
動
物
と
も
い
へ
ば
い
へ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
地
屠
に
増
摘
す
る
物

器
械
と
も
い
へ
ば
い
は
る
L

。
ま
た
は
地
球
を
荘
厳
す
る
底
の
活
人
形
と
も
い
は
れ
た
い
こ
と
も
な
い
。
唯
肉
韓
に
ワ

い
て
の
み
人
類
の
資
格
を
定
め
た
な
ら
ば
ま
こ
と
に
債
値
の
た
い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
宗
教
的
人
類
と
し
て
人
聞
を
見
る
と
き
は
、
人
聞
に
は
霊
智
霊
能
、
他
の
動
物
よ
り
も
精
紳
作
用
が
遁
か
に
進

化
し
で
あ
れ
ば
、
此
人
聞
は
天
園
に
入
る
ま
で
、
議
備
の
生
活
と
し
て
、
活
動
す
べ
き
動
物
に
し
て
、
霊
の
方
面
に
元

も
よ
く
護
建
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
生
涯
の
作
矯
は
地
獄
の
薪
木
を
積
む
計
り
で
あ
る
と
い
ふ
ベ
し
。

ー&ー
ノ、
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ま
た
人
類
は
、
極
楽
と
い
仏
、
ま
た
真
理
の
霊
界
と
も
寂
光
土
と
も
云
ふ
べ
き
無
限
の
翼
理
を
費
り
得
る
全
智
全
能

の
極
を
得
ら
る
べ
き
最
藤
真
理
の
聖
域
に
入
る
全
知
を
奥
へ
ら
るaA
大
事
に
進
入
す
べ
き
強
備
科
と
も
云
は
るL
。
そ

こ
で
先
に
い
ひ
し
極
集
は
自
己
本
来
の
家
父
に
あ
は
ん
震
と
は
い
か
た
る
わ
け
ゑ
ら
ば
、
元
来
人
生
は
何
れ
よ
り
生
れ

来
し
ゃ
、
天
よ
り
降
り
し
ゃ
地
よ
り
湧
き
し
ゃ
。
全
く
母
の
胎
に
て
初
め
て
霊
魂
も
成
り
立
し
と
思
ふ
や
。
何
に
し
て

も
自
己
あ
る
こ
と
は
疑
へ
た
い
の
で
、
自
己
全
館
何
者
た
る
か
。
ま
た
自
己
の
出
慮
を
知
ら
や
、
自
己
の
家
父
を
し
ら

歩
、
こ
れ
を
迷
と
い
は
や
し
て
何
と
い
ひ
ま
せ
う
。
阿
捕
陀
至
隼
こ
そ
本
来
の
家
父
に
て
ぞ
ま
し
ま
す
を
、
何
と
か
方

便
を
も
円J
て
親
に
あ
ひ
も
仏
さ
れ
、
父
を
た
づ
ね
注
さ
れ
、
元
来
父
の
中
に
あ
り
で
あ
ま
り
近
い
の
で
わ
か
ら
ぬ
の
で
は

有
り
ま
せ
ぬ
か
。
賞
際
の
父
に
あ
ふ
て
、
は
じ
め
て
自
己
の
箕
面
白
を
見
る
の
で
あ
る
。
自
己
の
心
源
を
覚
り
得
る
の

で
あ
る
。
若
し
も
ひ
ょ
づ
と
父
の
か
ほ
を
御
見
な
さ
れ
、
そ
の
と
き
の
う
れ
し
さ
、
よ
ろ
こ
ば
し
さ
、
筆
に
記
さ
れ
ま

せ
ろ
か
、
言
葉
に
の
べ
ら
れ
ま
せ
ろ
か
。

員
の
父
に
あ
ふ
と
き
の
ろ
れ
し
さ
、
物
に
た
と
へ
ら
れ
ま
せ
ろ
か
。
自
己
の
真
面
目
を
見
た
時
の
容
子
他
に
示
さ
れ

ま
せ
ろ
か
。
マ
ア
自
分
で
見
る
よ
り
外
に
み
て
ゃ
あ
る
。
し
た
な
ら
ば
、
従
前
の
自
己
と
は
E

こ
や
ら
か
は
り
て
、
し

の
L

め
の
宰
晴
れ
わ
た
り
し
ご
と
く
に
、
無
量
の
ひ
か
り
の
な
か
た
る
自
己
で
る
っ
て
、
こ
れ
ま
で
三
界
迷
妄
の
窮
子



で
あ
り
た
る
こ
と
を
自
覚
す
る
で
せ
う
。
自
己
全
く
そ
の
無
限
の
光
需
の
分
子
に
し
て
、
無
限
の
光
寄
金
く
自
己
の
父

た
る
こ
と
が
意
識
せ
ら
る
L

で
せ
ろ
。

ま
た
先
に
申
ま
し
た
如
く
、
自
分
の
霊
に
就
て
の
資
絡
を
定
め
注
さ
れ
。
阿
捕
陀
を
額
む
と
い
ふ
の
は
何
故
と
な
ら

ば
、
先
づ
自
己
を
化
撃
的
生
理
的
動
物
と
の
み
見
守
し
て
、
高
等
た
る
宗
教
的
人
類
と
し
て
、
こ
の
一
生
は
無
限
の
翼

理
を
自
然
に
悟
り
究
む
べ
き
極
楽
郎
ち
浮
土
の
大
事
に
入
校
す
べ
き
準
備
の
精
神
生
活
に
し
て
、
自
己
の
信
伸
と
賓
行

の
行
震
と
は
畢
生
の
最
後
の
験
定
に
及
第
と
落
第
と
は
公
明
正
大
怠
る
翼
理
の
料
場
に
編
は
る
の
で
あ
る
。
自
己
は
先

づ
そ
の
大
事
に
入
る
た
め
の
精
神
生
活
た
る
生
涯
な
り
と
確
か
に
決
心
し
た
る
が
安
心
出
来
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

吾
が
滞
土
の
教
と
て
外
の
物
で
な
い
。
人
?
っ
け
来
っ
た
精
一
脚
を
聞
き
て
自
己
の
父
に
あ
ふ
ま
で
の
こ
と
。
さ
れ
ば

と
て
死
し
て
の
ち
始
め
て
あ
ふ
と
い
ふ
こ
と
で
は
友
い
。
精
紳
は
生
れ
た
が
ら
持
ち
来
り
し
に
非
や
や
。
精
紳
の
眼
が

聞
け
ば
い
づ
で
も
安
心
す
る
。
天
地
一
ば
い
何
底
か
父
の
在
さ
ざ
る
鹿
あ
ら
ん
。
若
し
も
一
た
び
見
た
な
ら
ば
、
ど
う

し
て
昔
は
見
へ
な
か
う
た
で
あ
る
か
と
、
そ
れ
こ
そ
か
へ
つ
て
ふ
し
容
に
思
は
る
L

で
あ
ら
う
。六

五
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寂
光
土
と
極
端
弔

寂
光
土
と
い
へ
ペ
高
く
沿
も
ひ
、
極
柴
と
い
へ
ば
、
よ
り
は
卑
し
き
も
の
に
心
得
る
向
も
あ
る
。
そ
れ
は
天
蓋
な
ど

四
土
を
立
て
寂
光
は
高
く
極
集
は
失
の
よ
う
に
判
樺
さ
れ
て
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
判
樺
て
ろ
も
の
は
ど
う
に
で
も
な
る
。
ま
た
見
よ
ろ
に
よ
づ
て
は
だ
ろ
に
で
も
見
ゆ
る
.
む
か
し
地
と

太
陽
に
於
て
地
は
大
き
く
て
太
陽
は
地
球
を
照
す
一
個
物
の
位
に
見
て
を
う
た
。
か
は
り
て
今
日
で
は
太
陽
中
心
設
が

勢
力
あ
る
よ
ろ
た
も
の
で
、
昔
の
まL
の
判
じ
か
た
を
ど
こ
ま
で
も
固
執
し
て
居
る
は
愚
の
歪
で
あ
る
。
そ
こ
で
い
ま

寂
光
と
極
集
と
は
、
賞
際
は
四
土
の
階
段
に
見
る
よ
り
は
、
同
轄
の
方
面
と
見
た
方
が
適
切
で
あ
る
。
何
に
し
て
も
こ

の
天
然
現
象
界
は
宗
教
に
て
は
未
だ
護
展
す
べ
き
性
能
と
肱
却
す
べ
き
素
質
と
が
有
る
も
の
と
見
る
。

而
て
之
を
超
越
し
開
展
し
た
る
宗
教
意
識
が
遊
入
す
る
庭
は
真
理
の
霊
界
に
し
て
、
異
友
り
普
た
り
美
な
り
。
こ
の

真
善
美
の
方
面
に
真
理
の
紳
は
在
ま
す
と
し
、
そ
れ
を
最
終
の
目
的
と
し
て
欣
求
す
べ
き
の
で
あ
る
。
こ
の
天
然
の
方

面
は
識
と
し
染
と
し
有
限
な
る
個
々
た
り
。
虞
理
の
方
面
は
清
海
土
な
り
無
限
訟
り
絶
封
怒
り
と
し
、
そ
の
玉
露
至
善



至
美
の
霊
界
を
天
園
と
も
、
寂
光
土
と
も
、
極
楽
と
も
、
ま
た
は
浮
土
と
も
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。
何
故
に
斯
く
同
じ

境
界
を
種
々
の
名
を
も
ヲ
て
命
じ
た
の
で
あ
る
と
な
ら
ば
、
そ
れ
は
自
然
に
(
)
ま
れ
た
人
の
方
に
心
理
的
関
係
が

あ
る
の
で
、
共
最
絡
の
真
理
の
霊
界
を
名
づ
く
る
に
、
若
し
之
を
感
莞
的
に
云
は
ば
清
浮
園
土
と
い
ふ
て
感
費
的
至
美

を
表
明
し
た
の
で
、
極
柴
と
は
感
情
的
に
、
感
情
の
中
に
最
と
も
霊
幅
を
表
す
る
も
の
は
快
柴
で
あ
り
、
彼
の
霊
界
は

照
恰
快
柴
の
極
り
で
あ
る
。
此
快
柴
の
極
と
は
感
情
的
至
美
を
示
し
た
の
で
、
矢
張
り
至
美
、
極
柴
の
柴
と
は
真
理
の

柴
で
あ
る
。
ま
た
寂
光
土
と
も
、
無
量
光
土
と
も
智
土
と
も
い
ふ
は
、
玉
県
の
霊
界
に
て
知
力
的
に
命
じ
た
も
の
で
、

其
霊
界
は
唯
箕
智
霊
智
の
至
り
智
慧
光
を
以
て
世
界
と
し
、
交
徹
霊
知
の
妙
境
に
し
て
心
と
境
と
致
一
で
あ
る
と
、
知

力
的
に
示
し
た
の
で
あ
る
。
無
鴬
泥
直
(
州
政
)
の
土
と
は
意
志
に
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。
至
善
の
霊
界
は
至
高
普
の
極
に

し
て
、
自
然
無
作
『
む
き
の
意
作
に
し
て
、一
切
の
作
意
を
超
越
し
た
慮
、
無
作
(
む
き
の
作
、
無
鴬
の
震
に
し
て
、
本
来

重
明
不
可
思
議
の
妙
底
を
無
鴬
泥
混
と
名
づ
く
。
ま
た
蓮
華
臓
世
界
と
い
ふ
も
極
楽
の
異
名
に
て
、
こ
れ
は
讐
轍
を
以

て
至
妙
の
霊
界
を
示
し
た
る
な
り
。
そ
は
天
然
を
開
護
し
た
る
、
印
ち
蓮
華
の
聞
き
し
ご
と
く
天
然
意
識
を
開
裂
し
て

霊
界
に
入
て
始
め
て
意
識
す
べ
き
境
界
た
る
を
以
て
蓮
華
臓
と
名
づ
く
、一切
合
臓
の
義
で
あ
る
。
無
量
光
明
土
に
合

識
せ
る
も
の
は
無
量
た
り
、
無
量
光
土
郎
ち
華
華
減
土
な
り
。
裁
は
如
来
蔵
法
身
厳
。
開
聾
す
れ
ば
即
ち
無
量
光
明
土

六
七



六
八

な
り
。

叉
密
巌
世
界
と
は
、
天
然
の
人
に
は
、
感
覚
世
界
の
外
は
肉
眼
を
以
て
見
る
能
は

4
1、
天
然
の
人
に
は
秘
密
に
し
て

思
議
す
可
か
ら
歩
。
巳
に
信
心
開
護
し
て
真
理
霊
界
の
方
面
に
入
る
も
の
の
荘
厳
微
妙
不
可
思
議
た
る
を
以
て
密
巌
世

界
と
い
ふ
。
そ
の
他
数
多
の
名
あ
り
と
難H
と
も
至
美
の
盛
岡
仲
を
表
明
し
た
る
異
名
に
他
た
ら
ざ
る
な
り
。

霊
界
の
異
名
。
清
滞
土
l
1

感
覚
的
。
極
集
|
|
感
情
的
至
美
。
寂
光
土
亦
智
土
|
|
知
力
的
至
員
。
無
鴬
浬
襲
界

|
|
意
志
至
善
。
聾
鳴
的
に
蓮
華
臓
世
界
。
秘
密
的
に
密
巌
浮
土
。

西

方

の

意

義

西
方
十
寓
億
土
を
過
ぎ
て
極
集
あ
り
と
、
然
る
時
は
天
然
科
歯
学
に
衝
突
す
る
。
何
れ
の
鹿
に
極
集
世
界
寄
る
こ
と
を

詮
す
ぺ
け
ん
。

宗
教
に
天
然
的
宗
教
と
超
天
然
と
あ
り
。
悌
教
は
天
然
的
宗
教
に
あ
ら
歩
。
海
土
何
ぞ
天
然
界
に
費
見
す
る
こ
と
を

得
ん
。
働
教
は
精
神
的
宗
教
友
る
故
に
、
精
紳
開
費
せ
ば
、
極
集
元
来
去
此
不
還
。
然
れ
H
と
も
天
然
と
費
展
せ
る
精
紳



の
懸
隔
、
十
寓
億
土
も
膏
な
ら
や
。
己
に
開
展
し
て
捕
陀
を
見
奉
る
時
は
十
方
法
界
及
虚
昼
界
一
切
虚
と
し
て
極
集
に

非
る
・
な
き
を
知
ら
ん
。

西
方
と
は
終
局
の
表
語
に
し
て
方
慮
に
非
歩
。
東
方
を
護
心
と
し
、
西
方
を
究
寛
と
し
、
終
局
目
的
虞
理
の
師
鹿
と

す
。
H

一
応
符
競
に
他
た
ら
や
。
ま
た
西
方
と
定
め
た
る
は
、
蹄
底
を
日
夜
に
示
し
て
、
思
を
一
方
に
傾
け
し
め
、
意
志
を

一
に
せ
し
む
る
た
め
、
ま
た
日
夜
の
懸
鼓
の
朗
日
輝
を
牧
め
て
欣
慕
の
感
情
を
傾
け
し
む
る
に
遁
す
る
故
た
り
。

六
九



七
。

あ
ら
た
の
し
無
矯
な
い
浴
ん
の
都
に
は
の
ど
け
ヨ
有
無
を
は
な
れ
て
し
か
ば

む
ら
遣
さ
に
匂
ふ
λ
日
の
さ
ま
な
く
ば
何
に
た
と
え
ん
さ
よ
さ
み
く
に
を

と
乙
し
へ
に
照
る
み
ひ
か
b

の
中
-
な
が
ら
知
ら
ね
は
己
が
や
み
に
ぞ
あ
b

け
る
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